
州
や
市
は
援
助
金
の
内
容
査
定
だ
け

た
事
が
な
け
れ
ば
４
０
に
達

し
た
時
点
で
免
停
と
な
る
。

発
効
前
に
違
反
点
数
が
２
０

に
達
し
て
い
た
が
免
停
通
知

が
来
て
い
な
か
っ
た
人
は
、

新
た
な
規
定
適
用
と
な
る
。

　

最
重
度
の
違
反
の
内
、
飲

酒
後
ま
た
は
麻
薬
な
ど
の
薬

品
使
用
後
に
死
傷
事
故
を
起

こ
し
た
時
は
、
従
来
の
よ
う

な
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
代

替
刑
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る

の
も
、
変
更
点
の
一
つ
だ
。

　

ま
た
、
免
許
の
有
効
期

間
も
、
５
年
間
が
１
０
年

間
に
延
長
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
１
０
年
間
有
効
と
な
る

の
は
５
０
歳
未
満
の
運
転
手

の
み
。
５
０
歳
以
上
、
７
０

歳
未
満
の
運
転
手
の
場
合
は

５
年
間
有
効
と
な
る
。
従
来

の
道
交
法
で
は
６
５
歳
以
上

は
３
年
毎
の
更
新
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
た
が
、
今
後
は

７
０
歳
か
ら
と
な
る
。

　

も
う
一
つ
大
き
な
改
定

点
は
、
Ｃ
、
Ｄ
と
呼
ば

れ
る
職
業
運
転
手
用
の

免
許
を
持
つ
人
に
対
す

る
薬
物
検
査
（exam

e 
toxicologico

）
の
頻
度

に
関
す
る
規
定
だ
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
パ
シ
ェ
コ
上
院
議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
が
１
３
日
、
最
高
裁
の
ル

イ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
判
事
が
８
日
に
行
っ
た
命
令
に
従
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
連
邦
政
府
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
議
会
調
査
委
員
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
を
開
く
こ
と
を

宣
言
し
た
。
こ
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
対
象
は
ほ
ぼ
連
邦
政
府
の
み
で
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

是
が
非
で
も
避
け
た
が
っ
て
い
た
形
と
な
る
。
１
４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
最
新
の

接
種
者
数
を
示
す
Ｖ
ａ
ｃ
ｉ

ｎ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
を
用
意
し

て
い
る
州
が
多
い
が
、
聖
州
で

１
３
日
午
後
１
３
時
現
在
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
最
も
高
い

市
は
フ
ロ
ー
ラ
・
リ
カ
で
、
市

内
の
ほ
ぼ
３
分
の
１
に
あ
た
る

３
３
・
２
％
の
人
が
接
種
を
受

助
金
の
使
途
や
使
用
状
況
」

の
み
で
、
む
し
ろ
、
連
邦
政

府
の
業
務
状
況
を
問
う
も
の

と
な
る
。「
知
事
や
市
長
た

ち
の
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
働

き
」
と
い
う
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

大
統
領
が
含
め
る
こ
と
を
強

く
願
っ
た
も
の
は
対
象
外
と

な
っ
た
。こ
の
点
は
、パ
シ
ェ

コ
議
長
の
口
か
ら
も
は
っ
き

り
と
明
言
さ
れ
た
。

　

こ
の
上
院
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
対
象

は
、
開
設
要
請
が
出
さ
れ
た

時
点
で
、「
下
院
や
司
法
、

自
治
体
に
関
す
る
も
の
を
含

ま
な
い
」
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
た
た
め
、
知
事
や
市
長

の
コ
ロ
ナ
対
策
そ
の
も
の
は

対
象
外
と
な
る
こ
と
は
必
然

と
の
見
方
が
強
か
っ
た
。

　

パ
シ
ェ
コ
議
長
は
、
こ
の

Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
開
設
の
理
由
を
、

「
バ
ロ
ー
ゾ
判
事
か
ら
の
命

令
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、

Ｃ
Ｐ
Ｉ
開
設
に
必
須
の
、
上

院
の
３
分
の
１
以
上
の
署
名

と
い
う
条
件
を
満
た
し
た
た

め
」
と
語
っ
た
。
上
院
で
の

Ｃ
Ｐ
Ｉ
開
設
に
関
す
る
嘆
願

署
名
は
、
３
分
の
１
（
２
７

人
）
を
超
え
、
３
４
人
に
達

し
て
い
た
。

　

パ
シ
ェ
コ
議
長
の
宣
言
に

よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の

開
設
は
決
ま
り
、
対
象
も
決

ま
っ
た
。
だ
が
、同
議
長
は
、

こ
れ
を
い
つ
か
ら
は
じ
め
る

の
か
、
対
面
を
必
須
と
す
る

の
か
、
遠
隔
作
業
を
認
め
る

の
か
、
な
ど
の
判
断
は
出
さ

対
象
は
実
質
、連
邦
政
府
の
み

　

７
０
歳
未
満
の
職
業
運
転

手
は
２
年
半
に
１
度
、
こ
の

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
７
０
歳
以
上
の
人
は

免
許
更
新
時
に
検
査
を
受
け

２
０
に
な
る
と
免
停
と
な
っ

て
い
た
。
だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク

や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

運
転
す
る
人
達
は
、
こ
れ

で
は
商
売
に
な
ら
な
い
と
し

て
、
違
反
点
数
を
引
き
上
げ

る
よ
う
、
以
前
か
ら
求
め
て

い
た
。

　

た
だ
し
、
一
律
で
４
０
に

引
き
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

飲
酒
運
転
な
ど
の
最
重
度
の

違
反
が
２
回
以
上
あ
る
と
累

積
点
数
が
２
０
に
な
っ
た
時

点
、
最
重
度
の
違
反
が
１
回

あ
る
人
は
３
０
と
な
っ
た
時

点
、
最
重
度
の
違
反
は
犯
し

　

薬
物
使
用
の
有
無
を
確

認
す
る
検
査
に
関
す
る
規

定
や
運
転
免
許
（
Ｃ
Ｎ
Ｈ
）

の
停
止
処
分
に
至
る
ま
で

の
違
反
点
数
引
き
上
げ
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
改
正

道
路
交
通
法
が
、
１
２
日
か

ら
発
効
と
な
っ
た
と
同
日

付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ

た
。

　

新
道
交
法
で
最
も
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
、
免
停
ま

で
の
違
反
点
数
が
４
０
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
事
だ
。
従

来
の
道
交
法
で
は
１
２
カ

月
間
の
累
積
違
反
点
数
が

違
反
点
数
に
よ
る
免
停
は
段
階
的

６
０
〜
６
４
歳
の
接
種
日
程
発
表

免
許
や
検
査
の
有
効
期
間
も
変
更

れ
ば
良
い
。
従
来
は
、
５
年

毎
に
免
許
を
更
新
す
る
人
は

２
・
６
年
に
１
度
、
３
年
で

免
許
を
更
新
す
る
人
は
１
・

６
年
に
１
度
、
検
査
を
受
け

る
事
に
な
っ
て
い
た
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
て
３
０

日
以
上
経
つ
の
に
薬
物
検
査

を
受
け
ず
に
運
転
し
て
い
る

と
、
最
重
度
の
違
反
に
問
わ

れ
、
最
大
１
４
６
７
・
３
５

レ
ア
ル
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ

た
上
、
３
カ
月
間
の
免
許
停

止
と
な
る
。

　

違
反
通
告
を
受
け
た
が
実

際
の
運
転
者
は
別
の
人
だ
っ

た
場
合
は
、
３
０
日
以
内
に

真
の
違
反
者
の
情
報
を
連
絡

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従

来
の
１
５
日
以
内
よ
り
期
間

が
長
く
な
っ
た
。

　

車
の
名
義
変
更
も
３
０
日

ヘッドライトの使用義務も従来より厳しくなる
（Marcello Casal Jr/Agencia Brasil）

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（Tw
itter

）

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
に
は
苦
し
い
展
開

聖 州
な
か
っ
た
。

　

連
邦
政
府
側
の
上
議
た
ち

は
こ
の
日
、
こ
の
開
設
宣
言

の
読
み
上
げ
を
遅
ら
せ
よ

う
と
試
み
た
。
上
院
連
邦
政

府
リ
ー
ダ
ー
の
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
・
ゴ
メ
ス
上
議
（
民
主
運

動
党
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
、「
上

院
で
は
死
者
も
出
て
も
い
る

の
で
、
上
議
全
員
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
う
ま
で
は
は
じ

め
な
い
」
こ
と
を
提
案
し
た

が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ン

ド
ル
フ
上
議
が
「
そ
れ
を

待
っ
て
い
た
ら
、
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
政
権
の
終
わ
り
ま
で
は
じ

め
ら
れ
な
く
な
る
」
と
強
く

反
論
し
、
却
下
さ
れ
た
。

　

同
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
開
始
か
ら
終

了
ま
で
が
９
０
日
間
の
会
期

で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
官
報
に
開
設
を
公
示

後
、
１
１
人
の
委
員
と
７
人

の
補
欠
を
決
め
る
こ
と
に
な

る
。
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
委
員
や
補
欠

は
政
党
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
人
数
が
割
り
当
て
ら
れ

て
お
り
、
過
半
数
が
与
党
な

ら
び
に
独
立
派
で
占
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
大
統
領
派

け
た
。
上
位
は
主
に
人
口
の

少
な
い
市
だ
が
、
大
都
市
で

は
サ
ン
カ
エ
タ
ー
ノ
・
ド
・
ス

ル
が
２
１
・
８
％
で
全
体
１
４

位
、
サ
ン
ト
ス
が
２
０
・
３
％

で
２
０
位
と
、
高
齢
者
の
多

い
都
市
が
上
位
に
並
ん
で
い

る
。
一
方
、
ワ
ー
ス
ト
１
位

は
イ
タ
ク
ァ
ケ
セ
ト
ゥ
ー
バ
の

５
・
１
％
。
同
市
に
よ
る
と
、

そ
の
理
由
は
受
け
取
っ
た
ワ

ク
チ
ン
が
少
な
か
っ
た
か
ら
だ

が
、
受
け
取
っ
た
ワ
ク
チ
ン
の

７
４
・
１
８
％
が
既
に
使
わ
れ

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
配
布
は

国
の
予
防
接
種
計
画
に
沿
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
高
齢
者

が
少
な
い
市
は
ワ
ー
ス
ト
上
位

に
入
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
の
ヴ
ァ
ー
レ
・
ド
・
ア

ニ
ャ
ン
ガ
バ
ウ
ー
の
改
修
工
事

の
契
約
を
、
市
が
一
時
的
に

差
し
止
め
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
契
約
再
開
は
７

月
か
ら
に
な
る
と
い
う
。
コ
ー

ヴ
ァ
ス
市
政
は
市
き
っ
て
の
総

合
施
設
で
あ
る
ヴ
ァ
ー
レ
・

ド
・
ア
ニ
ャ
ン
ガ
バ
ウ
ー
の
再

活
性
化
計
画
に
巨
額
の
金
を

か
け
て
お
り
、
工
事
そ
の
も

の
は
昨
年
１
０
月
に
終
わ
っ
て

い
る
が
、
当
初
３
月
３
１
日

の
は
ず
だ
っ
た
新
装
お
披
露

目
は
、
実
に
６
度
の
延
期
を

重
ね
、
延
び
延
び
と
な
っ
て
い

る
。
一
体
ど
う
し
た
の
か
？

　
　
　
　
　

◎

　

１
３
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
リ
ベ

ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
。
ブ
ラ
ジ

リ
ア
で
行
わ
れ
た
対
サ
ン
ロ

ウ
レ
ン
ソ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

戦
で
、
サ
ン
ト
ス
は
２
点
の

リ
ー
ド
を
追
い
つ
か
れ
、
２

―
２
で
引
き
分
け
た
が
、
第

１
戦
を
３
―
１
で
制
し
て
い

た
た
め
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
へ

の
進
出
が
決
ま
っ
た
。
前
回

の
リ
杯
で
は
前
評
判
の
低
さ

を
覆
し
て
準
優
勝
し
た
サ
ン

ト
ス
。
今
回
は
優
勝
を
狙
い

た
い
。

　

１
３
日
、下
院
議
員
の
ジ
ョ

ゼ
・
カ
ル
ロ
ス
・
シ
ア
ヴ
ィ
ナ

ト
氏
（
進
歩
党
・
Ｐ
Ｐ
）
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
死
去

し
た
。
６
６
歳
だ
っ
た
。
下

議
で
は
初
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
犠
牲
者
と
な
っ
た
。
１
４

日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　
シ
ア
ヴ
ィ
ナ
ト
氏
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
３
月

３
日
か
ら
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
病

院
に
入
院
。
１
週
間
後
に
は

集
中
治
療
室
に
移
さ
れ
た
。

同
氏
の
妻
の
マ
ル
レ
ー
ネ
氏

は
３
月
１
２
日
に
コ
ロ
ナ
感

染
症
で
死
去
し
て
い
た
。
マ

ル
レ
ー
ネ
氏
は
３
年
間
、
癌

で
闘
病
を
し
た
が
、
闘
病
中

に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
、
重
篤
化
し
た
。
側
近
に

よ
る
と
、
シ
ア
ヴ
ィ
ナ
ト
氏

に
は
妻
の
死
は
伝
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

シ
ア
ヴ
ィ
ナ
ト
氏
は
パ
ラ

ナ
州
イ
グ
ア
ラ
ス
市
で
生
ま

れ
育
ち
、
州
立
マ
リ
ン
ガ
大

学
卒
業
後
に
公
人
と
な
り
、

２
０
０
４
年
に
行
わ
れ
た
ト

レ
ド
市
の
市
長
選
に
当
選
。

同
市
市
長
を
２
期
務
め
た

後
、
１
４
年
に
パ
ラ
ナ
州
議

に
当
選
。
下
議
当
選
は
１
８

年
で
、
ま
だ
１
期
目
だ
っ
た
。

　

下
議
で
は
農
牧
委
員
会
に

所
属
。
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領

支
持
派
で
は
あ
っ
た
が
、
市

の
権
限
を
認
め
る
立
場
を
固

持
し
て
い
た
。

　

シ
ア
ヴ
ィ
ナ
ト
氏
は
下
議

で
は
初
の
コ
ロ
ナ
の
犠
牲
者

だ
。
上
院
で
は
既
に
、ジ
ョ
ゼ・

マ
ラ
ニ
ョ
ン
氏
（
民
主
運
動
・

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）、
ア
ロ
ル
デ
・
デ
・

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
氏
（
社
会
民

主
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）、
マ
ジ
ョ
ー

ル
・
オ
リ
ン
ピ
オ
氏
（
社
会

自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
３
人

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

１
４
日
昼
現
在
で
は
葬

儀
、
埋
葬
の
詳
細
は
未
定
だ

が
、
シ
ア
ヴ
ィ
ナ
ト
氏
の
遺

体
は
ブ
ラ
ジ
リ
ア
か
ら
ト
レ

ド
市
に
送
ら
れ
る
。

　

聖
州
は
１
４
日
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
新
た
な
接
種
対

象
の
発
表
を
行
い
、
６
０
歳

め
る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
表

明
し
た
。
１
４
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
政
府
が
行
っ
た
発
表

に
よ
る
と
、
４
月
２
９
日

か
ら
は
６
３
歳
と
６
４
歳

の
接
種
が
は
じ
ま
る
。
州
内

に
は
こ
の
年
齢
層
の
人
が
約

８
４
万
人
い
る
。

　

さ
ら
に
、
５
月
６
日
か
ら

は
６
０
、６
１
、６
２
歳
の
人

た
ち
を
対
象
と
す
る
接
種
が

は
じ
ま
る
。
こ
の
層
の
人
は

約
１
４
０
万
人
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
に
関
し

て
は
、
主
な
接
種
ワ
ク
チ
ン

が
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス
財

団
（
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ
ｚ
）
が

管
轄
す
る
英
国
ア
ス
ト
ラ
・

ゼ
ネ
カ
社
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
・
ワ
ク
チ
ン
と
な
る
。
聖

州
の
免
疫
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
の
レ
ジ
ア

ネ
・
カ
ル
ド
ー
ゾ
・
デ
・
パ

ウ
ラ
氏
は
、「
州
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
応
じ
て
、
連
邦
政
府
か

ら
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
６
５
、６
６
歳
の

接
種
は
予
定
通
り
に
２
１

日
か
ら
は
じ
ま
る
こ
と
も
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
年
齢
層
の

人
は
州
内
に
約
７
６
万
人
い

る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
ワ
ク
チ
ン
で

あ
る
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
に
関
し
て

は
、
こ
の
日
、
同
ワ
ク
チ
ン

を
管
轄
す
る
聖
市
ブ
タ
ン
タ

ン
研
究
所
が
１
０
０
万
回
分

の
ワ
ク
チ
ン
を
連
邦
政
府
に

提
供
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
。

　

聖
州
は
１
２
日
か
ら
外
出

自
粛
規
制
レ
ベ
ル
が
紫
レ
ベ

ル
か
ら
赤
レ
ベ
ル
に
緩
和
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
関
し

て
ジ
ェ
ア
ン
・
ゴ
リ
ン
シ
ュ
テ

イ
ン
保
健
局
長
は
、「
３
月

１
５
日
か
ら
４
月
１
１
日
ま

で
行
わ
れ
た
紫
レ
ベ
ル
に
よ

り
、
州
内
の
病
床
占
有
率
が

外国為替市況
中銀サイトより

4月14日午後 4時現在
米ドル相場

売　5. 669 R$
買　5. 668 R$

円相場
売　0.0523  R$
買　0.0523  R$

下
院
で
も
コ
ロ
ナ
の
犠
牲
者

シ
ア
ヴ
ィ
ナ
ト
下
議
が
死
去

５
月
６
日
ま
で
に
続
々
と
開
始
へ

１
２
日
か
ら
改
正
道
交
法
発
効

２
度
目
の
接
種
も
忘
れ
ず
に

有
資
格
者
１
５
０
万
人
現
れ
ず

１３日のパシェコ上院議長（Marcelo Camargo）
　

パ
シ
ェ
コ
上
院
議
長
は

１
３
日
、
コ
ロ
ナ
禍
Ｃ
Ｐ
Ｉ

に
関
す
る
概
要
を
固
め
、
開

設
を
宣
言
し
た
。
基
本
と
な

る
の
は
、
上
院
の
野
党
リ
ー

ダ
ー
で
も
あ
る
ラ
ン
ド
ル

フ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
上
議
（
レ

デ
）の
提
案
し
た「
２
０
２
１

年
年
頭
に
起
き
た
、
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
の
病
院
に
入
院
し
て

い
た
患
者
用
の
酸
素
不
足
に

見
る
重
篤
な
公
衆
衛
生
上
の

問
題
を
中
心
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
、
連
邦
政
府
の
対

策
な
ら
び
に
連
邦
政
府
が

怠
っ
た
対
策
に
対
す
る
調
査

を
目
的
と
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
と

い
う
考
え
方
だ
。

　

こ
れ
に
、エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

ジ
ロ
ン
上
議
（
ポ
デ
モ
ス
）

が
提
案
し
た
、
連
邦
政
府
側

の
意
向
を
汲
ん
だ
調
査
内
容

の
一
部
が
加
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
こ
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
が
連
邦
政

府
だ
け
を
攻
撃
対
象
と
す
る

も
の
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、

矛
先
を
州
や
市
に
も
向
け
よ

う
と
し
て
い
た
。
こ
の
Ｃ
Ｐ

Ｉ
で
連
邦
政
府
に
悪
印
象
を

残
す
結
果
と
な
れ
ば
、
自
身

が
罷
免
処
分
に
あ
う
可
能
性

も
否
定
し
き
れ
な
く
な
る
か

ら
だ
。

　

だ
が
、
連
邦
議
会
が
開
設

す
る
Ｃ
Ｐ
Ｉ
と
い
う
性
質

上
、対
象
と
さ
れ
る
の
は「
連

邦
政
府
か
ら
州
や
市
へ
の
援

は
今
後
、
委
員
長
や
報
告
官

を
野
党
議
員
が
占
め
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
や
っ
き
に
な

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

各
政
党
は
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
委
員

の
選
出
・
指
名
作
業
を
は
じ

め
て
お
り
、民
主
社
会
党（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
タ
ッ
ソ
・
ジ
ェ

レ
イ
サ
ッ
チ
上
議
、
民
主
運

動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
レ
ナ
ン
・

カ
リ
ェ
イ
ロ
ス
上
議
と
い
っ

た
、
か
ね
て
か
ら
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
政
権
に
厳
し
い
こ
と
で
有

名
な
重
鎮
ク
ラ
ス
の
名
前
を

挙
げ
は
じ
め
て
い
る
と
い

う
。

コロナ禍ＣＰＩの開設決定上 院
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以
内
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
期
日
内
に
変
更
手
続
き

を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、

１
３
０
・
１
６
レ
ア
ル
の
罰

金
の
対
象
と
な
る
上
、
書
類

上
の
手
続
き
完
了
ま
で
、
車

を
取
り
押
さ
え
ら
れ
る
。

　

高
速
道
路
走
行
中
は
低
め

の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
（
光
軸
の

低
い
ロ
ー
ビ
ー
ム
）
を
使
う

事
も
義
務
化
さ
れ
た
。
従
来

は
、
ト
ン
ネ
ル
走
行
中
や
霧

や
雨
な
ど
で
見
通
し
が
悪
い

時
、
一
車
線
の
み
の
高
速
道

路
を
走
行
す
る
時
だ
け
点
灯

す
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
今
後

は
常
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使

用
義
務
も
、
１
０
歳
未
満
ま

た
は
身
長
１
・
４
５
メ
ー
ト

ル
未
満
に
変
更
さ
れ
た
。
従

来
は
年
齢
だ
け
が
問
題
だ
っ

た
が
、
今
後
は
身
長
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
ら
６
４
歳
ま
で
の
人
へ
の

接
種
を
、
４
月
の
下
旬
か
ら

５
月
の
上
旬
に
か
け
て
は
じ

１
７
・
５
％
下
が
っ
た
」
と
、

そ
の
効
果
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
聖
州
政
府
は
こ
の

日
の
朝
、
連
邦
政
府
に
対

し
、
２
４
時
間
以
内
に
、
人

工
呼
吸
器
を
な
ど
を
装
着
す

る
際
に
必
要
な
麻
酔
や
筋
弛

緩
剤
そ
の
他
の
医
薬
品
キ
ッ
ト

（kit de intubacao

）

を
大
至
急
、
送
付
す
る
よ
う

嘆
願
を
出
し
た
。
一
部
の
報

道
に
よ
れ
ば
、
州
内
の
病
院

で
は
こ
の
キ
ッ
ト
の
貯
え
が
３

日
分
し
か
な
く
、
薬
品
不
足

に
よ
る
医
療
崩
壊
の
危
機
が

生
じ
て
い
る
た
め
だ
。

　

聖
州
は
感
染
者
の
増
加
は

横
ば
い
状
態
に
な
り
は
じ
め

た
が
、
集
中
治
療
室
（
Ｕ
Ｔ

Ｉ
）
を
増
設
し
て
も
な
お
、

重
症
者
へ
の
対
応
が
困
難
な

状
態
が
続
い
て
い
る
。
１
４

　

保
健
省
が
１
３
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

１
度
受
け
た
が
、
２
度
目
の

接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
が

１
５
０
万
人
余
り
い
る
と
し

て
、
州
別
の
未
接
種
者
数
リ

ス
ト
を
発
表
し
た
と
１
３
日

付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
度
目
の
接
種
を
受
け
た

人
は
、
次
回
の
接
種
日
を
指

定
し
た
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

が
、
そ
の
日
に
な
っ
て
も
接
種

を
受
け
に
来
な
い
人
が
い
る

の
だ
。
伯
国
で
使
わ
れ
て
い

る
ワ
ク
チ
ン
は
２
度
の
接
種

で
効
果
を
発
す
る
た
め
、
１

度
目
の
接
種
後
、
一
定
期
間

内
に
２
度
目
の
接
種
を
受
け

な
い
と
充
分
な
効
果
が
出
な

い
上
、
最
初
か
ら
や
り
直
す

必
要
も
生
じ
る
。

　

最
初
の
接
種
を
受
け
た
の

に
２
度
目
の
接
種
を
受
け
て

い
な
い
人
が
多
い
の
は
、
聖
州

３
４
万
３
９
２
５
人
、
バ
イ

ア
州
１
４
万
８
８
７
７
人
、

リ
オ
州
１
４
万
３
０
１
５
人
、

南
大
河
州
１
２
万
３
５
１
４

人
、
ミ
ナ
ス
州
８
万
９
１
２
２

人
、
パ
ラ
ナ
州
７
万
１
８
５
７

人
な
ど
。
少
な
い
の
は
、
ア
マ

パ
ー
州
５
７
４
１
人
、
ト
カ
ン

チ
ン
ス
州
６
０
３
３
人
、
ア
ク

レ
州
６
１
９
１
人
な
ど
だ
。

　

２
度
目
の
接
種
を

受
け
て
い
な
い
人
は

１
５
１
万
４
３
４
０
人
で
、

大
半
は
接
種
間
隔
が
２
１
〜

２
８
日
と
短
い
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク

の
接
種
を
受
け
た
人
だ
。
ア

ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
ワ
ク
チ
ン
は
接
種

間
隔
が
３
カ
月
と
長
い
た
め
、

２
度
目
の
接
種
指
定
日
を
過

ぎ
た
人
は
２
８
７
人
の
み
だ
。

　

実
際
に
は
接
種
を
受
け
た

の
に
保
健
省
の
シ
ス
テ
ム
へ
の

登
録
が
遅
れ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
保
健
省
は
、
２
度

の
接
種
は
本
人
を
守
る
た
め

だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の

防
御
壁
を
作
り
、
感
染
拡
大

を
抑
制
す
る
意
味
で
も
重
要

と
し
、
指
定
日
に
接
種
を
受

け
に
行
け
な
か
っ
た
人
は
、
な

る
べ
く
早
く
２
度
目
の
接
種
を

受
け
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

死
亡
率
は
３
０
％
台
に
低
下

し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
患
者
急
増
に
伴
う

Ｕ
Ｔ
Ｉ
の
利
用
者
増
は
全
国

的
な
傾
向
で
、
人
工
呼
吸
器

日
に
は
、
２
月
１
４
日

か
ら
３
月
１
３
日
に

公
立
病
院
の
Ｕ
Ｔ
Ｉ
に

入
っ
た
患
者
の
半
数
以

上
が
死
亡
し
た
と
も
報

じ
ら
れ
た
。
州
保
健

局
は
、
こ
の
時
期
に
Ｕ

Ｔ
Ｉ
に
入
っ
た
の
は
本

当
に
重
症
化
し
た
若

者
が
多
く
、
死
亡
率

が
上
昇
し
た
が
、
４

月
４
〜
１
０
日
に
Ｕ

Ｔ
Ｉ
に
入
っ
た
患
者
の

装
着
時
用
の
医
薬
品
キ
ッ
ト

の
需
要
も
急
増
し
て
い
る
が
、

保
健
省
が
提
供
す
る
キ
ッ
ト

の
量
は
追
い
付
い
て
い
な
い
。

指定日を過ぎても２度目の接種を
受けていない人のリスト（保健省）



　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

（
山や

ま

下し
た

リ
ジ
ア
運う

ん

営え
い

院い
ん

長ち
ょ
う）
は
３
月が

つ

２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９

時じ

、
サ
ン
カ
エ
タ
ー
ノ
・
ド
・
ス
ル
市し

立り
つ

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
）
で
歴れ

き

史し

学が
く

を
教お

し

え
る
プ
リ

シ
ー
ラ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
・
ペ
ラ
ッ
ツ
ォ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
文ぶ

ん

化か

遺い

産さ
ん

、
ビ
デ
オ
の
口こ

う

述じ
ゅ
つ

歴れ
き

史し

（
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
）」
と
題だ

い

す
る
講こ

う

義ぎ

を
受う

け
た
。
同ど

う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
口こ

う

述じ
ゅ
つビ
デ
オ
を
撮と

る
際さ

い

の
注

ち
ゅ
う

意い

や
考か

ん
がえ
方か

た

を
詳

し
ょ
う

細さ
い

に
説せ

つ

明め
い

し
、
史し

料り
ょ
う

館か
ん

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

や
人じ

ん

文ぶ
ん

研け
ん

、
移い

民み
ん

史し

研け
ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

ら
約や

く

２
０
人に

ん

が
じ
っ
く
り
と
聞き

き
入い

っ
た
。

口
こう

述
じゅつ

歴
れき

史
し

の撮
と

り方
かた

を講
こう

演
えん

ペラッツォ
教
きょう

授
じゅ

（２）２０２１（令和三）年 第５７０９号	 ４月	１５日	（木曜日）

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

セ
ン
タ
ー

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
語か

た

り
部べ

談だ
ん

話わ

を
残の

こ

せ
！

ト
メ
ア
ス
ー
等な

ど

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
講こ

う

演え
ん

文ぶ
ん

協き
ょ
う

Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ
で
森し

ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

学ま
な

ぶ

教き
ょ
う

師し

養よ
う

成せ
い

講こ
う

座ざ

の
受じ

ゅ

講こ
う

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

５
月が

つ

１
６
日に

ち

締し

め
切き

り
、
６
月が

つ

開か
い

始し

日
にち

語
ご

センター

３
期き

に
わ
け
て
実じ

っ

施し

。
各か

く

期き

の
準

じ
ゅ
ん

備び

期き

間か
ん

と
し
て
事じ

前ぜ
ん

課か

題だ
い

期き

間か
ん

や
通つ

う

信し
ん

期き

間か
ん

を
設も

う

け

ら
れ
て
い
る
。
１
期き

ス
ク
ー

リ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

で
、
コ
ロ
ナ
収

し
ゅ
う

束そ
く

後ご

の

ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
対た

い

面め
ん

で
１

週し
ゅ
う

間か
ん

の
予よ

定て
い

。

　

受じ
ゅ

講こ
う

資し

格か
く

は
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

試し

験け
ん

Ｎ
３
以い

上じ
ょ
うま
た
は
、

ト
と
し
て
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
渡わ

た

部べ

和か
ず

夫お

氏し

は
同ど

う

研け
ん

究き
ゅ
うセ
ン
タ
ー
の
創そ

う

立り
つ

メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
そ
の
設せ

つ

立り
つ

意い

義ぎ

を
説せ

つ

明め
い

。
国こ

く

立り
つ

民み
ん

族ぞ
く

学が
く

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

初し
ょ

代だ
い

館か
ん

長ち
ょ
うと
し
て
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

基き

本ほ
ん

構こ
う

想そ
う

に
関か

か

わ

っ
た
梅う

め

棹さ
お

忠た
だ

夫お

氏し

の
《
歴れ

き

史し

や
、
息む

す

子こ

へ
の
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

を
知し

っ

て
も
止や

め
さ
せ
ず
、
事じ

件け
ん

後ご

も
市し

議ぎ

と
共と

も

に
事じ

実じ
つ

隠い
ん

匿と
く

を

図は
か

っ
た
母は

は

親お
や

が
教

き
ょ
う

師し

だ
っ
た

事こ
と

も
衝

し
ょ
う

撃げ
き

が
大お

お

き
か
っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
事じ

件け
ん

で
、
０
８
年ね

ん

３
月が

つ

２
９
日に

ち

に
起お

き
た
、
５

歳さ
い

の
イ
ザ
ベ
ラ
ち
ゃ
ん
殺さ

つ

害が
い

事じ

件け
ん

を
思お

も

い
出だ

し
た
人ひ

と

も
い

る
だ
ろ
う
。
継ま

ま

母は
は

に
首く

び

を
絞し

め
ら
れ
て
窒ち

っ

息そ
く

状じ
ょ
う

態た
い

に
な
っ

実じ
っ

父ぷ

と
の
別わ

か

れ
際ぎ

わ

に
、「
も
う

１
日に

ち

、
お
父と

う

さ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
い

た
い
」
と
言い

っ
た
と
い
う
。
離り

婚こ
ん

後ご

も
親お

や

子こ

が
会あ

う
時じ

間か
ん

を

法ほ
う

的て
き

に
保ほ

障し
ょ
うす
る
伯は

っ

国こ
く

故ゆ
え

に

起お

き
た
会か

い

話わ

だ
が
、「
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

の

事こ
と

を
知し

っ
て
い
た
ら
あ
の
子こ

を

帰か
え

ら
せ
な
か
っ
た
の
に
」
と
ほ

ぞ
を
か
ん
だ
で
あ
ろ
う
父ち

ち

親お
や

の
心し

ん

中ち
ゅ
うを
思お

も

う
と
胸む

ね

が
痛い

た

む
。

　
「
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

的て
き

な
人ひ

と

が
多お

お

い
の

樹   

海

発は
っ

生せ
い

直ち
ょ
く

後ご

か
ら
事じ

故こ

死し

で

は
な
い
と
疑う

た
が
わ
れ
て
い
た
が
、

捜そ
う

査さ

が
進す

す

む
都つ

度ど

、
衝

し
ょ
う

撃げ
き

が

広ひ
ろ

が
っ
て
い
る
。
母は

は

親お
や

の
依い

頼ら
い

で
乳う

母ば

や
祖そ

母ぼ

が
虚き

ょ

偽ぎ

の
供

き
ょ
う

じ
ゅ
　
　
か
い

　

虐
ぎ
ゃ
く

待た
い

で
生し

ょ
う
じ
た
心こ

こ
ろの
傷き

ず

で

一い
っ

生し
ょ
うを
狂く

る

わ
さ
れ
る
人ひ

と

も
多お

お

い
が
、
事じ

件け
ん

や
事じ

故こ

で
我わ

が

子こ

を
失

う
し
な

っ
た
親お

や

や
命い

の
ち
を
奪う

ば

わ

れ
た
子こ

供ど
も

の
事こ

と

を
思お

も

う
と
、

一い
っ

層そ
う

、
心こ

こ
ろが
塞ふ

さ

ぐ
。

　

命い
の
ち
を
守ま

も

り
、
救す

く

う
べ
き
医い

師し

に
よ
る
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

死し

、
真し

ん

実じ
つ

や

生い

き
様ざ

ま

を
伝つ

た

え
る
べ
き
教

き
ょ
う

師し

に
よ
る
事じ

実じ
つ

隠い
ん

匿と
く

、
市し

議ぎ

の

父ち
ち

親お
や

は
ミ
リ
シ
ア
（
犯は

ん

罪ざ
い

者し
ゃ

幼よ
う

児じ

虐ぎ
ゃ
く

待た
い

の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

１
０
年ね

ん

間か
ん

で
最さ

い

低て
い

２
千せ

ん

人に
ん

た
女じ

ょ

児じ

を
父ち

ち

親お
や

が
ア
パ
ー
ト

の
窓ま

ど

か
ら
落お

と
し
て
殺こ

ろ

し
、

他た

殺さ
つ

を
装

よ
そ
お
っ
た
事じ

件け
ん

だ
。

　
イ
ザ
ベ
ラ
ち
ゃ
ん
の
実じ

つ

母ぼ

は

今こ
ん

回か
い

の
事じ

件け
ん

後ご

、
エ
ン
リ
君く

ん

の
父ち

ち

親お
や

を
慰な

ぐ
さ
め
る
傍か

た
わ
ら
、
心

こ
こ
ろ

無な

い
人ひ

と

達た
ち

が
起お

こ
す
幼よ

う

児じ

虐
ぎ
ゃ
く

待た
い

へ
の
怒い

か

り
や
苦く

悩の
う

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
て
い
る
。

　

エ
ン
リ
君く

ん

は
事じ

件け
ん

前ぜ
ん

夜や

、
に
、
な
ぜ
離り

婚こ
ん

が
多お

お

い
か
」

と
コ
ラ
ム
子し

の
夫お

っ
と
は
首く

び

を
傾か

し

げ
る
。
だ
が
、「
一い

っ

時と
き

の
感か

ん

情
じ
ょ
う

で
行こ

う

動ど
う

す
る
人ひ

と

が
多お

お

い
」
と

考か
ん
がえ
れ
ば
、
子こ

供ど
も

好ず

き
が
多お

お

い
の
に
幼よ

う

児じ

虐ぎ
ゃ
く

待た
い

・
暴ぼ

う

行こ
う

死し

多た

発は
つ

（
４
歳さ

い

以い

下か

だ
け
で

１
０
年ね

ん

間か
ん

に
最さ

い

低て
い

２
千せ

ん

件け
ん

）

と
の
１
４
日か

付づ
け

エ
ス
タ
ー
ド

紙し

の
報ほ

う

道ど
う

に
も
納な

っ

得と
く

す
る
。

の
民み

ん

兵ぺ
い

組そ

織し
き

）
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

と
い

う
、
信し

ん

じ
が
た
い
要よ

う

因い
ん

が
重か

さ

な
る
事じ

件け
ん

の
捜そ

う

査さ

は
続つ

づ

く
。

　

真し
ん

実じ
つ

解か
い

明め
い

や
裁さ

ば

き
を
求も

と

め

る
声こ

え

も
出で

て
い
る
が
、
急い

そ

ぐ

べ
き
は
子こ

供ど
も

達た
ち

の
心こ

こ
ろ
の
声こ

え

や

虐ぎ
ゃ
く

待た
い

の
事じ

実じ
つ

を
掴つ

か

み
、
事じ

件け
ん

を
未み

然ぜ
ん

に
防ふ

せ

ぐ
事こ

と

だ
。
星ほ

し

と
な
っ
た
子こ

供ど
も

達た
ち

は
戻も

ど
っ
て
は

こ
な
い
の
だ
か
ら
。　
　
（
み
）

　

３
月が

つ

８
日か

に
起お

き
た
４
歳さ

い

の
エ
ン
リ
君く

ん

虐ぎ
ゃ
く

待た
い

死し

事じ

件け
ん

。

事じ

情じ
ょ
う

聴ち
ょ
う

取し
ゅ

を
終お

え
て
警け

い

察さ
つ

署し
ょ

を
出で

た
Ｄ
ｒ
．
ジ
ャ
イ

リ
ー
ニ
ョ
市し

議ぎ

（Tania Rego/Agencia Brasil

）

　
こ
れ
は
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
２
０
２
０
年ね

ん

１

月が
つ

２
３
日に

ち

に
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の

第だ
い

３
期き

工こ
う

事じ

と
し
て
公こ

う

開か
い

さ

れ
た
「
移い

民み
ん

・
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
うセ
ン
タ
ー
（
梅う

め

棹さ
お

忠た
だ

夫お

先せ
ん

生せ
い

記き

念ね
ん

室し
つ

）」（
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
３

階か
い

）
の
、
活か

つ

動ど
う

開か
い

始し

イ
ベ
ン

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
文ぶ

ん

協き
ょ
う、
石い

し

川か
わ

レ

ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）
は
４
月が

つ

１
６

日に
ち

（
金き

ん

）
１
７
時じ

か
ら
、
第だ

い

１
３
回か

い

文ぶ
ん

協き
ょ
う

農の
う

業ぎ
ょ
う

関か
ん

連れ
ん

交こ
う

流り
ゅ
う

会か
い

（
文ぶ

ん

協き
ょ
う

Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ
）

を
オ
ン
ラ
イ
ン
開か

い

催さ
い

す
る
。

今こ
ん

回か
い

の
テ
ー
マ
は
「
ア
グ
ロ
フ

ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」（
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
、
森し

ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

）
言げ

ん

語ご

は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語ご

の
み
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
（h

ttp
s://w

w
w

.
y

o
u

tu
b

e.co
m

/b
u

n 

か
ら
話は

な
し
が
逸い

つ

脱だ
つ

し
た
場ば

合あ
い

、

相あ
い

手て

の
機き

嫌げ
ん

を
損そ

こ

ね
ず
に
、

い
か
に
元も

と

に
戻も

ど

す
か
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
ア
ー
の
腕う

で

の
見み

せ

所ど
こ
ろ」
な
ど
の
コ
ツ
を
１
時じ

間か
ん

に
わ
た
っ
て
語か

た
っ
た
。

　

渡わ
た

部べ

氏し

は
「
す
ば
ら
し
い

講こ
う

演え
ん

だ
っ
た
。
農の

う

業ぎ
ょ
う、
工こ

う

業
ぎ
ょ
う

な
ど
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
ど
の
部ぶ

分ぶ
ん

か
ら
手て

を
つ
け
れ
ば
良よ

い
か
、

し
っ
か
り
と
議ぎ

論ろ
ん

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
実じ

っ

際さ
い

に
今い

ま

、
宮み

や

尾お

進す
す
む、
脇わ

き

坂さ
か

勝か
つ

則の
り

、
森も

り

幸こ
う

一い
ち、

大お
お

浦う
ら

文ふ
み

雄お

、
本も

と

山や
ま

省し
ょ
う

三ぞ
う

ら

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
語か

た

り
部べ

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
亡な

く
な
っ
て
い
る
。
彼か

れ

ら
の

よ
う
な
語か

た

り
部べ

の
口こ

う

述じ
ゅ
つ

歴れ
き

史し

を
残の

こ

す
こ
と
は
非ひ

常じ
ょ
うに
緊き

ん

急
き
ゅ
う

性せ
い

が
高た

か

い
」
と
口こ

う

述じ
ゅ
つ

歴れ
き

史し

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。

　

同ど
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

も
「
過か

去こ

を
知し

る

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

が
ど
ん
ど
ん
亡な

く
な

っ
て
い
く
こ
と
の
残ざ

ん

念ね
ん

さ
は
、

歴れ
き

史し

の
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

の
皆み

な

が
共

き
ょ
う

感か
ん

す
る
こ
と
。
ま
ず
は
語か

た

り
部べ

を
列れ

っ

挙き
ょ

し
、
少す

こ

し
で
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ス
ピ
ー
ト
を
上あ

げ

る
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

が
あ
る
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
収

し
ゅ
う

束そ
く

し
次し

第だ
い

、
す

ぐ
に
取と

り
か
か
る
べ
き
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

聴
ち
ょ
う

講こ
う

者し
ゃ

か
ら
は
「
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
う、
邦ほ

う

字じ

紙し

が
強

き
ょ
う

制せ
い

停て
い

刊か
ん

さ
せ
ら
れ
て
い
た
間あ

い
だ
の
歴れ

き

史し

が
欠け

っ

損そ
ん

し
て
い
る
。
サ
ン

ト
ス
強

き
ょ
う

制せ
い

立た

ち
退の

き
も
そ
の

間か
ん

に
起お

き
た
。
ぜ
ひ
口こ

う

述じ
ゅ
つ

歴れ
き

史し

を
撮と

る
際さ

い

に
は
、
戦せ

ん

争そ
う

中
ち
ゅ
う

の
こ
と
を
質し

つ

問も
ん

し
て
記き

録ろ
く

に

残の
こ

し
て
ほ
し
い
」
と
の
要よ

う

望ぼ
う

も
出で

た
。

　

山や
ま

下し
た

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
ブ

ラ
ジ
ル
各か

く

地ち

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作つ
く

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
、
ど
の
地ち

域い
き

で

イベント告
こく

知
ち

画
が

像
ぞう

的て
き

な
古ふ

る

い
物ぶ

っ

品ぴ
ん

を
並な

ら

べ
る
だ

け
が
史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
は
な
い
。
資し

料り
ょ
うを
調

ち
ょ
う

査さ

し
て
研け

ん

究き
ゅ
う

活か
つ

動ど
う

が
で
き
、
歴れ

き

史し

の
真し

ん

実じ
つ

を
発は

っ

掘く
つ

し
、
新あ

ら

た
な
知ち

識し
き

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
な
ど
の
活か

つ

動ど
う

が
あ
っ
て
こ

そ
、
本ほ

ん

当と
う

の
生い

き
た
史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
あ
る
》
と
い
う
言こ

と

葉ば

か
ら

き
た
も
の
だ
と
述の

べ
た
。

　
ペ
ラ
ッ
ツ
ォ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
聖せ

い

市し

近き
ん

郊こ
う

Ａ
Ｂ
Ｃ
地ち

区く

住じ
ゅ
う

民み
ん

の

口こ
う

述じ
ゅ
つ

歴れ
き

史し

を
集あ

つ

め
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「M

em
órias do 

A
B

C

」
の
創そ

う

立り
つ

者し
ゃ

で
、
本ほ

ん

や
新し

ん

聞ぶ
ん

に
残の

こ

さ
れ
て
い
な
い

庶し
ょ

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

の
実じ

つ

像ぞ
う

や
歴れ

き

史し

を
大た

い

量り
ょ
うの
ビ
デ
オ
や
研け

ん

究き
ゅ
う

資し

料り
ょ
うと
し
て
残の

こ

し
て
き
た
実じ

っ

績せ
き

が
あ
る
。

　
「
こ
ち
ら
が
聞き

き
た
い
こ
と

第
だい

３４期
き

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

受
じゅ

講
こう

生
せい

募
ぼ

集
しゅう

の告
こく

知
ち

画
が

像
ぞう

（センターサイトより）

述じ
ゅ
つを
行

お
こ
な
っ
た

事こ
と

、
母は

は

親お
や

や
そ
の
恋こ

い

人び
と

で
あ
る

市し

議ぎ

が
事じ

件け
ん

前ぜ
ん

後ご

に

平へ
い

然ぜ
ん

と
旅り

ょ

行こ
う

し
、
美び

容よ
う

院い
ん

に
行い

っ

た
事こ

と

な
ど

も
驚お

ど
ろ

き
に

値あ
た
いす
る
。

　

コ
ラ
ム

子し

に
と
っ
て

は
、
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

を
加く

わ

え
て

殺こ
ろ

し
た
市し

議ぎ

が
医い

師し

で
あ
る
事こ

と

ジ
ル
国こ

く

籍せ
き

ま
た

は
永え

い

住じ
ゅ
う

権け
ん

を
有ゆ

う

す
る
人ひ

と

が
条

じ
ょ
う

件け
ん

と
な
る
。
定て

い

員い
ん

は
１
２
人に

ん

。

　

応お
う

募ぼ

に
は
同ど

う

講こ
う

座ざ

申も
う
し

込こ
み

書し
ょ

と
『
私わ

た
し
の
目め

指ざ

す
日に

本ほ
ん

語ご

教
き
ょ
う

師し

』
を
テ
ー
マ

に
８
０
０
字じ

以い

上じ
ょ
うの
自じ

筆ひ
つ

作さ
く

文ぶ
ん

、

推す
い

薦せ
ん

状じ
ょ
う（
学が

っ

校こ
う

か
ら
の
推す

い

薦せ
ん

の

人ひ
と

）
を
あ
わ
せ

て
５
月が

つ

１
６
日に

ち

（
日ひ

）
ま
で
に
提て

い

k
yo

d
ig

ital

）、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（h

ttp
s://w

w
w

.
faceb

ook.com
/b

u
n 

kyod
igital

）
か
ら
視し

聴
ち
ょ
う

が
可か

能の
う

だ
。

　

森し
ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

は
本ほ

ん

来ら
い

あ
る
森も

り

を
伐ば

っ

採さ
い

す
る
こ
と
な
く
、
維い

持じ

し
な
が
ら
多た

様よ
う

な
果か

樹じ
ゅ

や

野や

菜さ
い

を
育そ

だ

て
る
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な

農の
う

業ぎ
ょ
う。
ト
メ
ア
ス
ー
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
各か

く

地ち

で
こ
の
取と

り
組く

み
が

行お
こ
なわ
れ
て
い
る
。

　

ト
メ
ア
ス
ー
で
は

１
９
３
３
年ね

ん

頃ご
ろ

に
胡こ

椒し
ょ
う

栽さ
い

培ば
い

が
始は

じ

ま
り
、
国こ

く

際さ
い

価か

格か
く

の

高こ
う

騰と
う

を
う
け
胡こ

椒し
ょ
う

栽さ
い

培ば
い

が
盛さ

か

ん
に
な
り
、
胡こ

椒し
ょ
う

一い
っ
し
ゅ種
類る

い

の

大だ
い

規き

模ぼ

生せ
い

産さ
ん

が
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

で
１
９
６
０

年ね
ん

代だ
い

に
胡こ

椒し
ょ
うへ
の
フ
ザ
リ
ウ
ム

病び
ょ
うに
よ
る
病

び
ょ
う

害が
い

が
ト
メ
ア
ス

ー
を
は
じ
め
パ
ラ
ー
州

し
ゅ
う

一い
っ

帯た
い
へ

と
大だ

い

規き

模ぼ

に
発は

っ

生せ
い

す
る
原げ

ん

因い
ん

に
も
な
っ
た
。

　

胡こ

椒し
ょ
う

一い
っ

種し
ゅ

の
み
を
植う

え
て

い
た
事こ

と

で
胡こ

椒し
ょ
うの
病

び
ょ
う

気き

の
感か

ん

染せ
ん

が
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
拡か

く

大だ
い

し
た
と
い

う
経け

い

験け
ん

を
踏ふ

ま
え
、
胡こ

椒し
ょ
うと

胡こ

椒し
ょ
うの
間あ

い
だ
に
熱ね

っ

帯た
い

果か

樹じ
ゅ

を
植う

え
る
と
い
う
混こ

ん

植し
ょ
くの
方ほ

う

法ほ
う

が

採さ
い

用よ
う

さ
れ
た
事こ

と

で
同ど

う

地ち

域い
き

の

森し
ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　

同ど
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
今い

ま

テ
ー

マ
に
関か

ん

す
る
専せ

ん

門も
ん

家か

と
し
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
農の

う

牧ぼ
く

研け
ん

究き
ゅ
う

公こ
う

社し
ゃ

東と
う

部ぶ

ア
マ
ゾ
ニ
ア
の
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ホ
ン
マ
氏し

や
、
ト
メ
ア

ス
ー
総そ

う

合ご
う

農の
う

業ぎ
ょ
う

協き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

（C
A

M
T

A

）
の
乙お

っ

幡ぱ
た

ア
ル

ベ
ル
ト
氏し

、
農の

う

務む

供き
ょ
う

給き
ゅ
う

省
し
ょ
う

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
ク
レ
ベ
ル
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ

プリシーラ・フェレイラ・ペラッツォ教
きょう

授
じゅ

が
オンライン講

こう

演
えん

する様
よう

子
す

Ａ
江え

口ぐ
ち

雅ま
さ

之ゆ
き

サ
ン
パ

ウ
ロ
事じ

務む

所し
ょ

長ち
ょ
う、
ナ

チ
ュ
ラ
社し

ゃ

科か

学が
く

コ
ー

デ
ィ
ー
タ

ー
の
カ
ミ

ラ
・
ブ
ラ

ス
・
コ
ス

タ
氏し

、
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
・

ヒ
ラ
イ
ワ

（P
o

lo 
d

e 
In

o
v

a
-

ç
ã

o 
A

g
r

o

）

を
招ま

ね

く
。

ラ
・
ソ
ア
レ
ス
氏し

、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

出し
ゅ
つす
る
こ
と
。

　

受じ
ゅ

講こ
う

料り
ょ
うは
教

き
ょ
う

材ざ
い

費ひ

込こ

み
で

会か
い

員い
ん

が
２
５
０
０
レ
、
非ひ

会か
い

員い
ん

は
３
５
０
０
レ
。
対た

い

面め
ん

に

よ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
実じ

っ

施し

の

場ば

合あ
い

の
み
、
遠え

ん

隔か
く

地ち

か
ら
の

会か
い

員い
ん
へ
片か

た

道み
ち

交こ
う

通つ
う

分ぶ
ん

補ほ

助じ
ょ

や
、

セ
ン
タ
ー
指し

定て
い

宿し
ゅ
く

泊は
く

施し

設せ
つ

利り

用よ
う

者し
ゃ

に
は
宿

し
ゅ
く

泊は
く

代だ
い

全ぜ
ん

額が
く

補ほ

助じ
ょ

な
ど
の
補ほ

助じ
ょ

も
あ
る
。

　

選せ
ん

考こ
う

方ほ
う

法ほ
う

は
書し

ょ

類る
い

に
よ
る

選せ
ん

考こ
う

で
、
場ば

合あ
い

に
よ
っ
て
は

電で
ん

話わ

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す

る
場ば

合あ
い

も
あ
る
。
受じ

ゅ

講こ
う

者し
ゃ

の

決け
っ

定て
い

・
通つ

う

知ち

に
は
５
月が

つ

１
９

日に
ち

ま
で
に
選せ

ん

考こ
う

結け
っ

果か

を
メ
ー

ル
で
通つ

う

知ち

す
る
。
但た

だ

し
応お

う

募ぼ

が
少す

く

な
い
場ば

合あ
い

は
講こ

う

座ざ

は
中

ち
ゅ
う

止し

と
な
る
。

　

募ぼ

集し
ゅ
う

要よ
う

項こ
う

の
詳

し
ょ
う

細さ
い

や
、

応お
う

募ぼ

用よ
う

紙し

・
原げ

ん

稿こ
う

用よ
う

紙し

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
同ど

う

セ

ン
タ
ー
募ぼ

集し
ゅ
う
ペ
ー
ジ
、
日に

本ほ
ん

語ご

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.cblj.org.br/ja/

k
e

n
sh

u
-k

o
za

/3
4

-
yosei-koza/

）、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語ご

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.cb

lj.o
rg

.b
r/

cu
rsos-b

olsas/3
4

o-
cu

rso-de-form
acao-

d
e-p

rofessores-d
e-

lingua-japonesa/

）
か

ら
確か

く

認に
ん

で
き
る
。

　

問と
い

合あ

わ
せ
は
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ

ー
（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・ 

５
５
７
９
・
６
５
１
３
、
メ

　
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー

（
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
、

第だ
い

３
４
期き

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

養よ
う

成せ
い

講こ
う

座ざ

の
受じ

ゅ

講こ
う

者し
ゃ

を
募ぼ

集
し
ゅ
う

中ち
ゅ
うだ
。
講こ

う

座ざ

で
は
、
初し

ょ

級き
ゅ
うレ

ベ
ル
学が

く

習し
ゅ
う

者し
ゃ

に
教お

し

え
る
た
め

の
基き

本ほ
ん

的て
き

理り

論ろ
ん

や
技ぎ

術じ
ゅ
つを
１

年ね
ん

か
け
て
教お

し

え
て
い
く
。

　

１
期き

は
理り

論ろ
ん

編へ
ん

、
２
期き

は

実じ
っ

践せ
ん

編へ
ん

、
３
期き

は
実じ

っ

習し
ゅ
う

編へ
ん

と

ー
ル
＝ sem

in
ario2

@
cblj.org.br/

担た
ん

当と
う

：
メ
イ
リ
）

第
だい

３４期
き

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

受
じゅ

講
こう

生
せい

募
ぼ

集
しゅう

の告
こく

知
ち

画
が

像
ぞう

（センターサイトより）

も
口こ

う

述
じ
ゅ
つ

歴れ
き

史し

保ほ

存ぞ
ん

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

を
始は

じ

め

ら
れ
る

よ
う
に

し
た
い
」

と
締し

め

く
く
っ

た
。

１
８
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う、

同ど
う

等と
う

の

日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くを
有ゆ

う

す
る
人ひ

と

で
、
ブ
ラ



ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

か
ら
手て

痛い
た

い
批ひ

判は
ん

腐ふ

敗は
い

し
政せ

い

治じ

化か

さ
れ
た
我わ

れ

が
司し

法ほ
う

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

聖せ
い

市し

　	

駒こ
ま

形が
た

　
秀ひ

で

雄お

た
ま
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
方ほ

う

式し
き

採さ
い

用よ
う

を

こ
れ
で
解か

い

決け
つ

！ 

夫ふ
う

婦ふ

別べ
っ

姓せ
い

問も
ん

題だ
い

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

弁べ
ん

解か
い

、
ま
た
は
隠い

ん

蔽ぺ
い

で
最さ

い

終
し
ゅ
う

的て
き

に
は
吾わ

れ

々わ
れ

の
自じ

責せ
き

問も
ん

題だ
い

で

あ
る
。

　
こ
の
様よ

う

な
批ひ

判は
ん

が
国こ

く

外が
い

で

生し
ょ
うじ
る
の
か
？

　

そ
れ
は
、
我わ

れ

々わ
れ

自じ

身し
ん

が
国こ

く

内な
い

で
何な

に

も
し
な
く
、
又ま

た

何な
に

も

改か
い

善ぜ
ん

の
努ど

力り
ょ
くを
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

改か
い

変へ
ん

に
直じ

き

々じ
き

関か
ん

心し
ん

を
持も

つ

べ
き
官か

ん

吏り

や
機き

関か
ん

は
、
現げ

ん

役え
き

の
大だ

い

臣じ
ん

、
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

及お
よ

び
検け

ん

察さ
つ

官か
ん

と
の
友ゆ

う

好こ
う

・
癒ゆ

着ち
ゃ
くを
培つ

ち
か
う

の
に
余よ

念ね
ん

が
無な

い
。

　

完か
ん

全ぜ
ん

な
免め

ん

責せ
き

が
罷ま

か

り
通と

お

り
、
正ま

さ

に
悪あ

く

政せ
い

治じ

家か

連れ
ん

の
行

ぎ
ょ
う

状じ
ょ
うが
、
米べ

い

国こ
く

務む

省し
ょ
うの
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

の
内な

い

容よ
う

・
資し

料り
ょ
うに
資し

し
、
不ふ

幸こ
う

な
パ
ラ
グ
ァ
イ
の
恥は

じ

曝さ
ら

し

に
成な

っ
て
居い

る
の
で
あ
る
。

　

事じ

実じ
つ

、
大お

お

物も
の

や
顕け

ん

著ち
ょ

な
政せ

い

治じ

家か

の
中な

か

で
、
幾い

く

人に
ん

が
検け

ん

挙き
ょ

さ
れ
、
牢ろ

う

獄ご
く

に
繋つ

な

が
れ
て
い

る
か
？

　

司し

法ほ
う

は
、
悪あ

く

評ひ
ょ
うを
増ま

す
か

の
様よ

う

に
裁さ

い

判ば
ん

を
弄

も
て
あ
そび
、
そ
の

道ど
う

化け

芝し
ば

居い

は
何い

時つ

迄ま
で

も
幕ま

く

を

下お

ろ
さ
な
い
。

　

し
か
し
芝し

ば

居い

が
閉し

ま

っ
て
も
、

裁さ
い

判ば
ん

の
結け

っ

果か

は
犯は

ん

罪ざ
い

者し
ゃ

側が
わ

に

有ゆ
う

利り

な
判は

ん

決け
つ

で
終お

わ
る
。

　

本ほ
ん

件け
ん

あ
る
い
は
そ
の
他ほ

か

多お
お

く
の
案あ

ん

件け
ん

は
、
同ど

う

上じ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

の
内な

い

容よ
う

に
、
す
な
わ
ち
そ
の

一い
ち

補ほ

足そ
く

事じ

項こ
う

に
依い

存ぞ
ん

し
て
い

る
。

　
つ
ま
り
、
前ぜ

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うカ
ル

テ
ス
派は

の
ウ
リ
セ
ス
・
キ
ン

タ
ー
ナ
下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

の
ケ
ー
ス

で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
、
所い

わ
ゆ
る謂

「
ウ
リ
セ
ス
・
キ
ン
タ
ー
ナ
氏し

は
、
腐ふ

敗は
い

行こ
う

為い

や
国こ

く

際さ
い

犯は
ん

罪ざ
い

に
加か

担た
ん

し
、
パ
国こ

く

政せ
い

府ふ

の
権け

ん

利り

及お
よ

び
司し

法ほ
う

を
著

い
ち
じ
るし
く
毀き

損そ
ん

し
、
妨さ

ま
た
げ
た
」
と
言い

う
問も

ん

題だ
い

（３） ２０２１（令和三）年第５７０９号 	 ４月	１５日	（木曜日）

は
外が

い

交こ
う

言げ
ん

語ご

で
は
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
、
即す

な
わ
ち
「
最さ

い

上じ
ょ
うの
、
こ

の
上う

え

も
な
い
」
落お

ち

度ど

を
意い

味み

す
る
。

　

で
も
、
同ど

う

下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

の

少す
く

な
く
と
も
慰な

ぐ
さ
め
は
、
か
か

る
形け

い

容よ
う

詞し

は
彼か

れ

だ
け
で
は
な

く
、
幾い

く

多た

外が
い

に
も
存そ

ん

在ざ
い

す
る
、

恥は
じ

知し

ら
ず
の
政せ

い

治じ

家か

連れ
ん

に
も

当あ

て
は
ま
る
事こ

と

で
あ
る
。

　

国こ
く

務む

省し
ょ
うの
同ど

う

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

は
、

パ
ラ
グ
ァ
イ
の
司し

法ほ
う

界か
い

の
悪あ

く

評ひ
ょ
う

価か

は
、
遺い

憾か
ん

に
し
て
国こ

く

際さ
い

化か

し
て
い
る
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、
嘆な

げ

い
て
い
る
。

　

こ
の
事じ

実じ
つ

は
、
他ほ

か

の
嘆な

げ

か

わ
し
い
同ど

う

様よ
う

の
問も

ん

題だ
い

と
同お

な

じ

く
、
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

に
於お

い
て
我わ

が
国く

に

の
信し

ん

用よ
う

や
威い

信し
ん

を
日ひ

毎ご
と

に
失う

し
なわ
せ
て
居い

る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
等な

ど

の
国く

に

々ぐ
に

は
何な

ん

ら
の

親し
た

し
み
も
な
く
、
我わ

れ

々わ
れ

を
冷つ

め

た
い
横よ

こ

目め

で
軽け

い

視し

す
る
の
で

あ
る
。

　

例た
と

え
ば
、
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
入

に
ゅ
う

手し
ゅ

の
手て

　

こ
こ
数す

う

日じ
つ

の
間あ

い
だ
に
我わ

が
国く

に

（
パ
ラ
グ
ァ
イ
）
は
立た

て
続つ

づ

け

に
、
ア
メ
リ
カ
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

か
ら

二ふ
た

つ
の
痛い

た

い
批ひ

判は
ん

の
打だ

撃げ
き

を

受う

け
た
。

　

そ
の
最さ

い

初し
ょ

の
一ひ

と
つ
は
、
最さ

い

近き
ん

の
各か

っ

国こ
く

の
人じ

ん

権け
ん

事じ

情じ
ょ
うを
評

ひ
ょ
う

価か

す
る
、
恒こ

う

例れ
い

の
年ね

ん

刊か
ん

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

の
中な

か

に
見み

ら
れ
、
我わ

れ

が
政せ

い

府ふ

を
し
て
唖あ

然ぜ
ん

た
ら
し
め
る

内な
い

容よ
う

の
も
の
で
あ
る
。

　

幾い
く

多た

の
問も

ん

題だ
い

の
中な

か

で
、
先ま

ず
特と

く

筆ひ
つ

さ
れ
る
の
は
、「
我わ

が
国く

に

司し

法ほ
う

界か
い

が
腐ふ

敗は
い

し
、
且か

つ
政せ

い

治じ

化か

さ
れ
た
素そ

行こ
う

・
行

ぎ
ょ
う

状じ
ょ
う」
で
あ
る
。

　

次つ
ぎ

の
第だ

い

二に

の
打だ

撃げ
き

は
、
エ

ス
テ
市し

の
次じ

期き

市し

長ち
ょ
う

選せ
ん

に
立り

っ

候こ
う

補ほ

す
る
、
前ぜ

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うカ
ル

テ
ス
派は

の
下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

ウ
リ
セ

ス
・
キ
ン
タ
ー
ナ
氏し

が
「
独ど

く

自じ

の
著

い
ち
じ
るし
い
腐ふ

敗は
い

問も
ん

題だ
い

」
を

指し

摘て
き

さ
れ
、
米べ

い

政せ
い

府ふ

が
同ど

う

氏し

の
ア
メ
リ
カ
へ
の
入

に
ゅ
う

国こ
く

ビ
ザ
を

拒き
ょ

否ひ

し
た
事こ

と

で
あ
る
。

　

こ
の
「
著

い
ち
じ
るし
い
腐ふ

敗は
い

」
と

ば
、
必か

な
ら

ず
し
も
吾わ

が
権け

ん

利り

上じ
ょ
うで
認み

と

め
ら
れ
、
或あ

る

い
は
道ど

う

義ぎ

に
適か

な

っ
た
結け

っ

果か

で
は
無な

く
、

人ひ
と

の
憐あ

わ
れ
み
に
頼た

よ

っ
た
の
で
あ

る
。

　

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで
、
正ま

さ

に
腐ふ

敗は
い

し

堕だ

落ら
く

し
た
と
知し

ら
れ
る
に
及お

よ

ん
だ
、
こ
の
我わ

が
司し

法ほ
う

界か
い

の

悪あ
く

評ひ
ょ
うの
下も

と

で
、
何な

ん

の
信し

ん

用よ
う

が

期き

待た
い

出で

来き

る
と
云い

え
る
か
？

　

こ
の
度た

び

は
何い

ず

れ
の
者も

の

が
こ

の
事こ

と

を
確か

く

言げ
ん

し
て
い
る
の

か
？　

他ほ
か

な
ら
ぬ
ア
メ
リ
カ

合が
っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

だ
。

　

自じ

国こ
く

民み
ん

及お
よ

び
他た

国こ
く

民み
ん

の
人じ

ん

権け
ん

を
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

し
た
、
疑う

た
が
わ
し
い

長な
が

い
経け

い

歴れ
き

の
持も

ち
主ぬ

し

で
あ
る

当と
う

の
同ど

う

国こ
く

の
言い

い
分ぶ

ん

を
容た

易や
す

く
容よ

う

認に
ん

出で

来き

る
も
の
か
？

　

同ど
う

国こ
く

政せ
い

府ふ

に
対た

い

し
、「
人ひ

と

を
批ひ

判は
ん

す
る
前ま

え

に
先ま

ず
自じ

国こ
く

の
汚よ

ご

れ
を
掃そ

う

除じ

し
て
か
ら
に

し
て
頂い

た
だ

け
な
い
か
？
」
と
応お

う

酬し
ゅ
うし
た
い
処と

こ
ろ
だ
が
、
こ
の
様よ

う

な
言い

い
草ぐ

さ

は
安や

す

い
逃に

げ
口こ

う

上
じ
ょ
う

で
、
吾わ

が
司し

法ほ
う

界か
い

の
実じ

っ

態た
い

の

韓
国
、
処
理
水

で
提
訴
検
討

大
統
領
「
非
常
に
強
く
憂
慮
」

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
＝
上
嶋
茂

太
】
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領

は
１
４
日
、
日
本
政
府
が
決

め
た
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
の
処
理
水
の
海
洋
放
出
を

差
し
止
め
る
た
め
、ド
イ
ツ
・

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
あ
る
国
際
海

洋
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ

と
を
積
極
的
に
検
討
せ
よ
と

政
府
に
指
示
し
た
。
同
日
、

相
星
孝
一
駐
韓
大
使
と
面
会

し
た
場
で
は
「
地
理
的
に
最

も
近
く
、
海
を
共
有
す
る
韓

国
は
非
常
に
強
く
憂
慮
し
て

い
る
」
と
伝
え
た
。

　

韓
国
大
統
領
府
が
明
ら
か

に
し
た
。
韓
国
で
は
処
理
水

の
放
出
に
対
す
る
反
対
が
根

強
く
、
文
氏
の
姿
勢
は
世
論

を
反
映
し
た
形
だ
。
歴
史
問

題
な
ど
で
関
係
悪
化
が
続
く

中
、
海
洋
放
出
問
題
が
日
韓

間
の
新
た
な
重
要
懸
案
に
浮

上
し
た
。

　

加
藤
勝
信
官
房
長
官
は

１
４
日
の
記
者
会
見
で
、
文

氏
の
提
訴
検
討
指
示
に
絡
み

「
韓
国
を
含
む
国
際
社
会
に

丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
醸
成

を
図
る
」
と
述
べ
た
。

　

文
氏
は
放
出
を
阻
止
す
る

た
め
国
際
海
洋
裁
に
「
仮
処

分
」
を
求
め
る
こ
と
の
検
討

も
指
示
し
た
。相
星
氏
と
は
、

大
使
の
信
任
状
を
受
け
取
る

た
め
に
面
会
し
た
。
相
星
氏

に
は
「
韓
国
政
府
と
国
民
の

憂
慮
を
よ
く
分
か
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
ら
、
本
国
に
き
ち

ん
と
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
も

述
べ
た
。

　

韓
国
政
府
は
、
処
理
水
は

放
射
性
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム
が

除
去
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
「
汚
染
水
」
と
呼
び
、
放

出
に
反
対
し
て
き
た
。

　

日
本
は
、
韓
国
の
原
発
か

ら
も
ト
リ
チ
ウ
ム
が
排
出
さ

れ
て
い
る
と
反
論
。
在
韓
国

日
本
大
使
館
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
原
発
運
営
会
社
「
韓

国
水
力
原
子
力
（
韓
水
原
）」

の
資
料
を
基
に
、
２
０
１
８

年
に
は
計
３
６
０
兆
ベ
ク
レ

ル
の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
放
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
韓

水
原
は
共
同
通
信
の
取
材
に

「
私
た
ち
は
被
害
が
な
い
よ

う
に
処
理
し
て
お
り
、
比
較

の
対
象
に
な
ら
な
い
」
と
反

論
し
た
。

で
あ
る
。

　

同ど
う

下か

議ぎ

員い
ん

は
、
麻ま

薬や
く

密み
つ

売ば
い

の
犯は

ん

罪ざ
い

の
廉か

ど

で
訴う

っ
た
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

何な
ん

と
、
か
か
る
前ぜ

ん

科か

の
下も

と

に
同ど

う

氏し

は
ア
ル
ト
・
パ
ラ
ナ

県け
ん

首し
ゅ

都と

、
エ
ス
テ
市し

の
次じ

期き

市し

長ち
ょ
う

選せ
ん

に
、
く
し
く
も
立り

っ

候こ
う

補ほ

し
て
い
る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
目も

く

的て
き

で
、

激げ
き

烈れ
つ

な
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

を
目も

っ

下か

展て
ん

開か
い

し
て
い
る
。
全す

べ

て
は
、
特と

く

に
金か

ね

は
掛か

か
ら
ず
に
済す

む
。

　

国こ
っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

と
し
て
の
、
報ほ

う

酬し
ゅ
うと
割わ

り
当あ

て
燃ね

ん

料り
ょ
うを
受う

け

て
い
る
。
従し

た
が
い
、
他ほ

か

の
選せ

ん

挙き
ょ

対た
い

抗こ
う

者し
ゃ

達た
ち

よ
り
も
有ゆ

う

利り

に
戦

た
た
か

え
る
。

　

こ
こ
で
一ひ

と

つ
の
問も

ん

題だ
い

が
有あ

る
。
そ
れ
は
、
法ほ

う

律り
つ

上じ
ょ
うは
合ご

う

法ほ
う

だ
が
、
全ま

っ
た
く
不ふ

正せ
い

義ぎ

な
話

は
な
し

だ
。

　

そ
れ
は
、
多お

お

く
の
者も

の

に
は

辞じ

書し
ょ

を
手て

に
持も

た
な
い
と
、

倫り
ん

理り

的て
き

に
解か

い

釈し
ゃ
くし
難が

た

い
事こ

と

で

あ
る
。

　
つ
ま
り
、
市し

長ち
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

戦せ
ん

に

臨の
ぞ

む
限か

ぎ

り
、
そ
の
期き

間か
ん

中ち
ゅ
うは

現げ
ん

職し
ょ
くの
無む

給き
ゅ
う

休き
ゅ
う

職し
ょ
く

願ね
が

い
を

提て
い

出し
ゅ
つす
べ
き
、
倫り

ん

理り

的て
き

な
道ど

う

徳と
く

問も
ん

題だ
い

が
有あ

る
事こ

と

だ
。

　

し
か
し
そ
れ
は
、
繰く

り
返か

え

す
が
、
結け

っ

局き
ょ
くは
遣や

ら
な
い
だ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
法ほ

う

的て
き

問も
ん

題だ
い

で
は
な
く
、
倫り

ん

理り

上じ
ょ
うの
話は

な

し
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
国こ

っ

会か
い

は
、
上

じ
ょ
う

下か

両
り
ょ
う

議ぎ

員い
ん

に
限か

ぎ

ら
ず
、
事じ

前ぜ
ん

に
辞じ

職し
ょ
く

又ま
た

は
無む

給き
ゅ
う

休き
ゅ
う

暇か

を
得え

な

い
限か

ぎ

り
、
政せ

い

党と
う

選せ
ん

挙き
ょ

に
立り

っ

候こ
う

補ほ

を
禁き

ん

じ
る
制せ

い

度ど

又ま
た

は
法ほ

う

律り
つ

を
、
制せ

い

定て
い

す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
等ら

の
、
山や

ま

を
為な

す

「
些さ

細さ
い

な
不ふ

注ち
ゅ
う

意い

」
と
、
そ

の
他ほ

か

幾い
く

多た

の
不ふ

名め
い

誉よ

な
問も

ん

題だ
い

が
、
我わ

が
国く

に

の
国こ

く

際さ
い

交こ
う

渉
し
ょ
う

力り
ょ
くの
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性せ
い

を
招ま

ね

い
て
居い

る

の
で
あ
る
。

▼
（
註

ち
ゅ
う

＝
本ほ

ん

稿こ
う

は
４
月が

つ

１
１

日に
ち

付づ
け

の
当と

う

地ち

Ａ
ｂ
ｃ 

Ｃ
ｏ

ｌ
ｏ
ｒ
紙か

み

に
載の

っ
た
ア
ル
シ

ビ
ア
デ
ス
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うの
論ろ

ん

文ぶ
ん

を
参さ

ん

考こ
う

に
し
た

も
の
で
す
）。

　

日に

本ほ
ん

で
は
夫ふ

う

婦ふ

別べ
っ

姓せ
い

の
議ぎ

論ろ
ん

が
盛さ

か

ん
な
よ
う
で
す
。

　

与よ

党と
う

の
自じ

民み
ん

党と
う

で
は
、
こ

の
た
め
の
法ほ

う

規き

改か
い

正せ
い

を
目め

指ざ

し
た
特と

く

別べ
つ

部ぶ

会か
い

を
設も

う

け
て
近ち

か

く
会か

い

合ご
う

が
持も

た
れ
る
と
の
事こ

と

で
す
。

　

夫ふ
う

婦ふ

別べ
っ

姓せ
い

と
は
、
夫お

っ
と
と
妻つ

ま

が
そ
れ
ぞ
れ
別べ

つ

の
姓せ

い

（
苗

み
ょ
う

字じ

）

を
名な

乗の

れ
る
よ
う
に
し
よ
う
、

と
い
う
動う

ご

き
で
す
。

　

日に

本ほ
ん

の
法ほ

う

律り
つ

で
は
男お

と
こ
と
女

お
ん
な

が
結け

っ

婚こ
ん

し
た
場ば

合あ
い

、
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

（
大だ

い

体た
い

は
女

お
ん
な

側が
わ

）
が
相あ

い

手て

側が
わ

の
姓せ

い

を
名な

乗の

る
と
言い

う
方ほ

う

式し
き

で
す
。
今い

ま

ま
で
、
日に

本ほ
ん

の

人ひ
と

達た
ち

は
こ
れ
に
従

し
た
が

っ
て
名な

前ま
え

（
姓せ

い

・
名め

い

）
を
決き

め
て
来き

た

訳わ
け

で
す
。

　

例た
と

え
ば
、
花は

な

田だ

も
も
子こ

さ

ん
が
、
田た

中な
か

正ま
さ

雄お

さ
ん
と
結け

っ

婚こ
ん

し
た
場ば

合あ
い

、
花は

な

田だ

さ
ん
は

元も
と

々も
と

の（
親お

や

の
）
姓せ

い

を
止や

め
て

「
田た

中な
か

も
も
子こ

」
に
変か

え
る

と
言い

う
方ほ

う

式し
き

で
す
。

ウ
リ
セ
ス
・
キ
ン
タ
ー
ナ
下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

（
本ほ

ん

人に
ん

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
よ
り
）

☆【プレミアムドラマ】
やっぱりおしい刑

けい

事
じ

☆<終
おわり

>
(8)「最

さい

後
ご

の事
じ

件
けん

」
木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

0:15（再
さい

）午
ご

後
ご

10:50
　押

おし

井
い

（風
かざ

間
ま

俊
しゅん

介
すけ

）がこれまで解
かい

決
けつ

した事
じ

件
けん

はす
べて自

じ

作
さく

自
じ

演
えん

だった…！？羽
う

堂
どう

（武
たけ

田
だ

真
しん

治
じ

）のワ
ナにはまり追

お

われる身
み

となった押
おし

井
い

は、来
くる

海
み

（白
しら

石
いし

聖
せい

）を伴
ともな

いリゾートホテルに向
む

かう。２年
ねん

前
まえ

に

☆ふらっとあの街
まち

旅
たび

ラン１０キロ☆
「千

ち

葉
ば

・佐
さ

原
わら

 水
みず

の商
しょう

都
と

ラン（仮
かり

）」 
水
すい

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

1:00（再
さい

）金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

4:20
　▼今

こん

回
かい

はかつて（〝江
え

戸
ど

優
まさ

り〟といわれるほど
利

と

根
ね

川
がわ

の水
すい

運
うん

業
ぎょう

で栄
さか

えた小
こ

江
え

戸
ど

・佐
さ

原
わら

を駆
か

け抜
ぬ

ける。▼旅
たび

を予
よ

感
かん

させる歴
れき

史
し

的
てき

作
づく

りの佐
さ

原
わら

駅
えき

を出
しゅっ

発
ぱつ

。旅
たび

の大
だい

先
せん

輩
ぱい

・伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

の銅
どう

像
ぞう

にご挨
あい

拶
さつ

して佐
さ

原
わら

の街
まち

へ。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の商
しょう

家
か

が立
た

ち並
なら

ぶレトロな街
まち

は、舟
しゅう

運
うん

で栄
さか

えた往
おう

時
じ

がうかがえる。
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テレビ番
ばんぐみ

組案
あんない

内

【 問 い 合 わ せ 】（ 株 ） 日 本 国 際 放 送

ワ ー ル ド Ｔ Ｖ カ ス タ マ ー セ ン タ ー

◆ 電 話 : +81-3-5458-6601 ◆ E -

M a i l : p r e m i u m - p r @ j i b t v . c o m

☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
たち

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
にち

（日
にち

）から
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☆大
たい

河
が

ドラマ 青
せい

天
てん

を衝
つ

け ☆
第
だい

11 回
かい

 「横
よこ

濱
はま

焼
や

き討
う

ち計
けい

画
かく

」（仮
かり

）
日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:00
（再

さい

）午
ご

後
ご

5:00 土
ど

曜
よう

日
び

午
ご

前
ぜん

1:05
　栄

えい

一
いち

（吉
よし

沢
ざわ

亮
りょう

）と
千

ち

代
よ

（橋
はし

本
もと

愛
あい

）に待
たい

望
ぼう

の第
だい

一
いっし

子が生
う

まれ
るが、すぐに亡

な

くなっ
てしまい、渋

しぶ

沢
さわ

家
け

は
重
おも

い空
くう

気
き

に包
つつ

まれる。そんな中
なか

、惇
あつ

忠
ただ

（田
た

辺
なべ

誠
せい

☆連
れん

続
ぞく

テレビ小
しょう

説
せつ

「おちょやん」☆
第
だい

21 週
しゅう

日
にち

～木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 8:00
（再

さい

）月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

0:45
　千

ち

代
よ

（杉
すぎ

咲
さき

花
はな

）が道
どう

頓
とん

堀
ぼり

からいなくなってから、
1 年

ねん

が過
す

ぎた。その頃
ころ

、NHK 大
おお

阪
さか

では、「お父
とう

さ
んはお人

ひと

好
よ

し」というラジオドラマの企
き

画
かく

会
かい

議
ぎ

が開
ひら

かれていた。脚
きゃく

本
ほん

家
か

の長
なが

澤
さわ

（生
なま

瀬
せ

勝
かつ

久
ひさ

）は、
お母

かあ

さん役
えき

に全
ぜん

国
こく

的
てき

に有
ゆう

名
めい

な女
じょ

優
ゆう

にやってもら
いたいと考

かんが

えていた。しかし、お父
とう

さん役
やく

の花
はな

車
ぐるま

当
あた

郎
ろう

（塚
つか

地
じ

武
む

雅
が

）が、竹
たけ

井
い

千
ち

代
よ

に自
じ

分
ぶん

の相
あい

手
て

役
やく

をやってほしいと強
つよ

く主
しゅ

張
ちょう

していた。
☆バラエティー生

せい

活
かつ

笑
しょう

百
ひゃっ

科
か

☆
▽玄

げん

関
かん

ドアに描
か

いた絵
え

　ほか
土

ど

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

0:15
　ゲストは俳

はい

優
ゆう

の村
むら

上
かみ

弘
ひろ

明
あき

。ドラマの本
ほん

番
ばん

のよう
に緊

きん

張
ちょう

してしまう家
か

事
じ

とは？　相
そう

談
だん

室
しつ

ＣＥＯの桂
かつら

南
なん

光
こう

と美
び

術
じゅつ

史
し

について博
はく

学
がく

なトークも振
ふ

り広
ひろ

げ
る。相

そう

談
だん

は、管
かん

理
り

組
くみ

合
あい

に許
きょ

可
か

を得
え

て、キッチンを
リフォームした分

ぶん

譲
じょう

マンションに引
ひ

っ越
こ

したが、玄
げん

関
かん

ドアの表
ひょう

面
めん

の傷
きず

が気
き

になるので、絵
え

を描
か

いて華
はな

やかにしたいと思
おも

っている。

☆にっぽん百
ひゃく

名
めい

山
さん

☆
磐
ばん

梯
だい

山
さん

月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3:30
　雪

ゆき

山
やま

初
しょ

心
しん

者
しゃ

にも人
にん

気
き

が高
たか

い磐
ばん

梯
だい

山
さん

。秀
しゅう

麗
れい

な姿
すがた

から会
あい

津
づ

富
ふ

士
じ

とも称
しょう

される名
めい

峰
ほう

で、雪
ゆき

の季
き

節
せつ

な
らではの自

し

然
ぜん

の造
ぞう

形
けい

を楽
たの

しむ山
やま

旅
たび

だ。初
しょ

日
にち

は裏
うら

磐
ばん

梯
だい

エリアへ、白
はく

銀
ぎん

の高
こう

原
げん

をスノーシューで巡
めぐ

る。

☆新
しん

日
に

本
ほん

風
ふ

土
ど

記
き

☆
「春

はる

を待
ま

つ古
こ

都
と

 鎌
かま

倉
くら

」 
金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

1:15
　南

みなみ

を海
うみ

に、三
さん

方
ぽう

を山
やま

に囲
かこ

まれた鎌
かま

倉
くら

は、天
てん

然
ねん

の要
よう

害
がい

として１１８５年
ねん

の開
かい

府
ふ

より、武
ぶ

士
し

の文
ぶん

化
か

が
花
はな

開
ひら

いた古
いにしえ

の都
みやこ

。幕
ばく

府
ふ

滅
めつ

亡
ぼう

後
ご

、政
まつりごと

の中
ちゅう

枢
すう

としての
機

き

能
のう

は廃
すた

れるが、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

より文
ぶん

化
か

、観
かん

光
こう

の街
まち

と
してにぎわいが復

ふっ

活
かつ

。今
いま

もその歴
れき

史
し

を刻
きざ

んでいる。

一
いち

）は自
みずか

らの手
て

で攘
じょう

夷
い

の口
くち

火
び

を切
き

ろうと、横
よこ

浜
はま

の外
がい

国
こく

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

の焼
や

き討
う

ちを発
はつ

案
あん

。心
こころ

を動
うご

かさ
れた栄

えい

一
いち

は、武
ぶ

器
き

や仲
なか

間
ま

を集
あつ

め始
はじ

める。

パ
ラ
グ
ァ
イ
在ざ

い

住じ
ゅ
う

　
坂さ

か

本も
と

邦く
に

雄お

　

と
こ
ろ
が
最さ

い

近き
ん

、
女じ

ょ

性せ
い

の
地ち

位い

が
向こ

う

上じ
ょ
うし
た
せ
い
か

「
私わ

た
し
は
結け

っ

婚こ
ん

し
て
も
、
今い

ま

ま

で
使つ

か

い
慣な

れ
た
『
花は

な

田だ

も
も

子こ

』
の
ま
ま
で
居い

た
い
。
夫

お
っ
と

（
田た

中な
か

正ま
さ

雄お

）
と
妻つ

ま

（
花は

な

田だ

も
も
子こ

）
が
別べ

つ

の
姓せ

い

で
良よ

い

で
は
な
い
か
」
と
言い

う
考か

ん
が
え

の
人ひ

と

が
多お

お

く
な
っ
て
き
た
の
で

す
。

　

特と
く

に
、
既す

で

に
自じ

分ぶ
ん

の
名な

前ま
え

で
広ひ

ろ

く
知し

ら
れ
て
い
る
文ぶ

ん

筆ぴ
つ

家か

と
か
ス
ポ
ー
ツ
選せ

ん

手し
ゅ

な
ど

は
、「
そ
れ
迄ま

で

多お
お

く
の
人ひ

と

に
親し

た

し
ま
れ
た
独ど

く

身し
ん

時じ

代だ
い

の
名な

前ま
え

を
、
結け

っ

婚こ
ん

後ご

も
そ
の
ま
ま
使つ

か

い
続つ

づ

け
た
い
」
と
い
う
要よ

う

望ぼ
う

が
多お

お

い
様よ

う

で
す
。

　

問も
ん

題だ
い

に
さ
れ
て
い
る
の
は

こ
れ
に
対た

い

す
る
反は

ん

対た
い

論ろ
ん

が

相そ
う

当と
う

に
あ
る
と
い
う
事こ

と

で
す
。

「
夫お

っ
と
（
田た

中な
か

）
と
妻つ

ま

（
花は

な

田だ

）
と
が
別べ

つ

々べ
つ

の
姓せ

い

を
名な

乗の

っ
て
い
て
は
『
家か

族ぞ
く

』
と

し
て
の
一い

っ

体た
い

感か
ん

が
損そ

こ

な
わ
れ

る
」、
あ
る
い
は
「
夫お

っ
とと
妻つ

ま

は

別べ
つ

の
姓せ

い

で
良よ

い
と
し
て
、
そ

の
子こ

供ど
も

た
ち
は
ど
う
す
る
の

か
？　

兄あ
に

は
田た

中な
か

で
妹

い
も
う
とは
花は

な

田だ

姓せ
い

で
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
し
ま
う
。
日に

本ほ
ん

の
優す

ぐ

れ
た

『
家か

族ぞ
く

制せ
い

度ど

』
を
壊こ

わ

す
こ
と

に
な
る
ぞ
」
と
い
う
よ
う
な

意い

見け
ん

で
す
。

　

田た

中な
か

家け

の
ジ
イ
チ
ャ
ン
、

バ
ア
チ
ャ
ン
達た

ち

は
考か

ん
が
え
ま
す
。

「
田た

中な
か

の
家い

え

は
昔む

か
し
か
ら
何な

ん

代だ
い

も
続つ

づ

い
て
来き

た
名め

い

家か

だ
。
此こ

処こ

で
自じ

分ぶ
ん

の
孫ま

ご

が
皆み

な

、
嫁よ

め

の

花は
な

田だ

姓せ
い

に
な
っ
た
ら
儂わ

し

ら
も

入は
い

る
『
田た

中な
か

家け

の
墓は

か

』
は
誰だ

れ

が
守ま

も
っ
て
い
く
の
か
」

　

成な
る

程ほ
ど

、
日に

本ほ
ん

の
社し

ゃ

会か
い

が
こ

の
問も

ん

題だ
い

の
解か

い

決け
つ

に
長な

が

い
間あ

い
だ
か

け
て
『
賛さ

ん

成せ
い

Ｘ
反は

ん

対た
い

』
の
激げ

き

論ろ
ん

が
繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ
、
決き

め

ら
れ
ず
に
来き

た
理り

由ゆ
う

も
分わ

か

り
ま
す
ね
。

　

し
か
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
長な

が

く
住す

む
皆み

な

様さ
ま

に
は
「
こ
れ
に

は
良よ

い
解か

い

決け
つ

策さ
く

が
あ
る
」
と

考か
ん
がえ
ま
す
。

　

も
う
お
分わ

か
り
で
す
ね
。

こ
こ
は
、
人ひ

と

の
名な

前ま
え

（
姓せ

い

・

名め
い

）
は
『
姓せ

い

』
と
『
名め

い

』
の

二ふ
た

つ
の
語ご

彙い

と
す
る
と
云い

う

規き

則そ
く

（
法ほ

う

律り
つ

）
を
変か

え
て
、

『
人ひ

と

の
姓せ

い

名め
い

は
三み

っ

つ
あ
る
い

は
四よ

っ

つ
の
語ご

彙い

で
構こ

う

成せ
い

し
て

良よ

い
』
と
す
る
の
で
す
。

　

例た
と

え
ば
、
田た

中な
か

家け

の
花は

な

嫁よ
め

さ
ん
は
『
田た

中な
か

花は
な

田だ

も

も
子こ

』
と
名な

乗の

る
の
で
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
名め

い

の
あ
る
場ば

合あ
い

は

『
田た

中な
か

花は
な

田だ

も
も
子こ

エ
レ
ナ
』

で
も
良よ

い
で
す
ね
。

　

た
だ
、
こ
れ
は
契け

い

約や
く

書し
ょ

と

か
公こ

う

式し
き

の
場ば

合あ
い

に
使つ

か

う
正せ

い

式し
き

な
名め

い

称し
ょ
うで
、
普ふ

段だ
ん

の
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

で
は
従

じ
ゅ
う

来ら
い

通と
お

り
の
『
花は

な

田だ

も
も
子こ

』
の
ま
ま
で
通と

お

せ
ば

良よ

い
の
で
す
。

　
「
な
ー
ん
だ
、
そ
ん
な
事こ

と

な
ら
私

わ
た
し

達た
ち

、
皆み

な

が
や
っ
て
い
る

こ
と
じ
ゃ
な
い
か
。
簡か

ん

単た
ん

だ
」

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
な
ん
で
す
。
私

わ
た
し

達た
ち

の

住す

ん
で
居い

る
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
は
全ま

っ
た
く
『
当あ

た
り
前ま

え

』
の

話は
な
しな
の
で
す
。

　

例た
と

え
ば
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
さ
ん

の
公こ

う

式し
き

名め
い

は
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・

メ
シ
ア
ス
・
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
で
す

し
、
Ｐ
Ｔ
の
ル
ー
ラ
さ
ん
も

全ぜ
ん

部ぶ

言い

え
ば
、
ル
イ
ス
・
イ

ナ
シ
ヲ
・
ル
ー
ラ
・
ダ
・
シ

ウ
バ
な
の
で
す
。

　

欧お
う

米べ
い

系け
い

の
名な

前ま
え

も
大だ

い

体た
い

は

こ
れ
と
同お

な

じ
で
、
三み

つ
や
四よ

っ

つ
の
語ご

彙い

の
方ほ

う

が
普ふ

通つ
う

で
す

よ
ね
。

　
こ
れ
ま
で
１
０
０
年ね

ん

に
も

な
る
「
日に

本ほ
ん

―
ブ
ラ
ジ
ル
」

の
文ぶ

ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
うの
中な

か

で
、
今い

ま

ま

で
は
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
日に

本ほ
ん

か
ら
ブ

ラ
ジ
ル
へ
の
方ほ

う

式し
き

導ど
う

入に
ゅ
うで
し

た
が
、
こ
の
辺へ

ん

で
ひ
と
つ
『
ブ

ラ
ジ
ル
方ほ

う

式し
き

を
』
日に

本ほ
ん

へ
伝で

ん

播ぱ

し
、「
恩お

ん

返が
え

し
」
を
実じ

つ

現げ
ん

し
た
い
も
の
で
す
ね
。（
皆み

な

様さ
ま

の
ご
意い

見け
ん

、
感か

ん

想そ
う

を
歓か

ん

迎げ
い

し
ま
す
。
こ
ち
ら
へ
ど
う

ぞ
↓ h

h
k

o
m

ag
ata@

gm
ail.com

）

愛あ
い

を
誓ち

か

う
新し

ん

郎ろ
う

新し
ん

婦ぷ

（
写し

ゃ

真し
んAC

、
投と

う

稿こ
う

者し
ゃFineGraphics

さ
ん
）

続つ
づ

き
が

手て

間ま

取ど

り
、
遅お

く

れ
て
い

る
理り

由ゆ
う

は
ど
こ

に
在あ

る

か
、
仮か

り

に
も
読ど

く

者し
ゃ

は
考

か
ん
が

え
た
事こ

と

が
有あ

ろ

う
か
？

　

も

し
、
幾い

く

ら
か
で

も
そ
れ

が
確か

く

保ほ

出で

来き

る

と
す
れ

深
ふか

い青
あお

や緑
みどり

に澄
す

みきった五
ご

色
しき

沼
ぬま

を歩
ある

き、絶
ぜっ

景
けい

をド
ローンで撮

さつ

影
えい

。厳
げん

冬
とう

期
き

にだけ現
あらわ

れる幻
まぼろし

の氷
ひょう

ばく 
「イエローフォール」では、黄

こ

金
がね

色
いろ

に輝
かがや

く造
ぞう

形
けい

美
び

に感
かん

動
どう

する。２日
か

目
め

は、アイゼンとピッケルを身
み

に付
つ

け本
ほん

格
かく

的
てき

な雪
ゆき

山
やま

の世
せ

界
かい

へ。

起
お

きた事
じ

故
こ

の真
しん

相
そう

を
突

つ

き止
と

めれば無
む

実
じつ

が
証
しょう

明
めい

されるとの羽
う

堂
どう

の挑
ちょう

戦
せん

を受
う

けたのだ。



マ
リ
リ
ア　

梅
崎
喜
明

疫
病
を
さ
け
て
娘
の
家
に
来
て
半
歳
は
過
ぎ
年
あ

ら
た
ま
る

山
鳥
の
落
と
し
種
か
池
の
辺
に
浦
は
芽
ば
え
て
繁

殖
は
じ
む

日
本
式
の
趣
向
に
な
り
し
婿
の
庭
滝
あ
り
池
あ
り

太
鼓
橋
輝
る

き
ら
い
つ
つ
人
工
の
滝
は
池
に
落
つ
緋
鯉
は
い
そ
し

み
滝
口
に
寄
る

夕
刻
の
一
時
寝
椅
子
に
横
た
う
る
中
空
に
白
き
月

浮
び
い
る

「
評
」
娘
さ
ん
の
処
に
す
で
に
半
年
も
避
難
さ

れ
て
い
る
が
日
本
式
趣
向
の
婿
さ
ん
の
生
活
の

中
で
何
不
自
由
な
き
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
。
日
頃
か
ら
用
心
深
い
梅
崎
大
人
こ
う
し

た
非
常
時
こ
そ
と
準
備
さ
れ
て
い
た
、
同
志
の

た
め
に
と
新
書
を
刊
行
さ
れ
た
「
忘
れ
が
た

み
の
記
」
こ
の
用
意
周
到
さ
に
は
感
服
し
て
い

る
。
私
は
同
じ
く
疫
病
を
さ
け
て
サ
ン
パ
ウ
ロ

に
帰
っ
て
は
又
此
処
ア
ラ
ラ
の
娘
の
処
に
と
や

は
り
、
の
べ
一
年
に
な
る
が
、
と
じ
こ
も
り
の

生
活
で
足
腰
を
さ
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

相
部
聖
花

伸
び
伸
び
て
一
メ
ー
ト
ル
芋
サ
ラ
ダ
菜
は
う
す
紫

の
優
し
き
花
咲
く

鉢
植
え
の
ト
マ
ト
に
十
個
の
実
な
り
て
日
ご
と
に

見
守
る
そ
の
成
長
を

空
高
く
純
白
の
花
咲
か
せ
い
し
大
木
ユ
ツ
カ
切
ら

れ
て
淋
し

お
白
い
花
の
夕
暮
れ
に
な
り
色
め
き
て
風
に
ゆ
れ

つ
つ
咲
き
始
め
る
な
り

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
つ
つ
新
聞
読
む
習
慣
あ
り
て
淋

し
き
こ
の
一
週
間
（
休
刊
）

「
評
」
周
辺
に
育
て
た
野
菜
な
ど
自
然
な
形
に

成
長
し
て
行
く
す
が
た
を
、
ま
ま
に
表
現
す

る
相
部
短
歌
の
美
し
さ
。
三
首
目
、
街
路
樹

な
ど
、
こ
う
し
た
風
景
が
突
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
。
全
く
「
切
ら
れ
て
淋
し
」
で
あ
る
。
こ
の

一
週
間
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
つ
つ
「
新
聞
を
読

む
習
慣
」
こ
の
情
景
を
失
っ
た
淋
し
さ
で
あ
る
。

氏
の
作
品
中
め
っ
た
に
出
会
え
な
い
「
淋
し
さ
」

で
あ
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

安
中
攻

昨
晩
の
秋
雨
に
濡
れ
た
落
葉
ふ
み
角
の
パ
ン
屋
へ

近
道
急
ぐ

つ
な
ぐ
手
を
離
し
て
走
る
児
の
先
に
枝
を
は
な
れ

た
木
の
葉
舞
お
り

誕
生
日
祝
福
受
け
て
も
う
ら
は
ら
に
人
に
は
言
え

ぬ
寂
し
さ
が
あ
り

歴
史
あ
り
景
色
に
魅
さ
れ
ミ
ナ
ス
路
は
食
事
楽
し

み
最
適
な
旅

緑
あ
り
広
い
青
空
花
に
も
窓
か
ら
見
え
る
世
界
と

生
き
る

杖
を
つ
き
足
か
ば
い
ゆ
く
妻
の
背
に
秋
陽
が
部
屋

の
中
ま
で
届
く

耳
遠
く
な
り
た
る
姉
に
電
話
し
て
母
が
替
わ
っ
て

近
況
話
せ
り

昨
晩
は
眠
れ
な
か
っ
た
と
妻
昼
寝
見
も
せ
ぬ
テ
レ （618）

上
妻
博
彦 

選
ビ
点
け
っ
放
し
に

そ
れ
と
な
く
秋
の
気
配
が
た
だ
よ
い
て
蘭
の
つ
ぼ

み
が
幾
鉢
も
見
ゆ

悲
し
み
は
前
触
れ
も
無
く
突
然
に
コ
ロ
ナ
の
た
め

に
従
兄
逝
き
た
り

「
評
」
省
略
が
き
い
て
作
者
の
感
傷
に
お
ち
な

い
所
が
今
回
の
作
品
群
に
効
い
て
い
て
光
っ
て

い
る
。
特
に
六
首
以
下
、
ど
の
作
も
五
句
六

句
の
結
び
が
旨
い
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

大
志
田
良
子

朝
四
時
に
十
三
日
間
起
床
し
て
大
相
撲
か
ん
せ
ん

コ
ロ
ナ
を
忘
れ

東
西
の
横
綱
な
し
の
千
秋
楽
正
代
ふ
る
わ
ず
照
の

富
士
優
勝

老
い
の
身
は
足
の
う
ら
に
先
に
お
と
ろ
え
る
今
日

の
映
像
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
せ
よ
と

今
朝
六
時
窓
を
開
く
れ
ば
残
月
太
（
ふ
と
し
）
し

ば
し
な
が
め
い
し
十
五
夜
と
知
ら
ず

今
は
亡
き
歌
友
の
短
歌
想
い
出
し
千
の
風
に
の
り

故
里
に
行
き
た
し

「
評
」
土
俵
上
で
感
染
も
現
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の

鬱
憤
は
ら
し
に
は
も
っ
て
来
い
と
思
う
三
、四

首
目
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
せ
よ
と
」「
十
五
夜
と

知
ら
ず
」
な
ど
そ
の
ま
ま
捉
え
る
と
こ
ろ
に
大

志
田
作
品
の
味
わ
い
が
あ
る
。
御
健
詠
を
祈

り
ま
す
。

グ
ワ
ル
ー
リ
ョ
ス　

長
井
エ
ミ
子

モ
ト
族
は
爆
音
こ
ろ
が
し
群
を
な
す
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
赤
の
き
つ
か
り

限
定
は
十
人
な
れ
ど
た
だ
二
人
一
輪
の
花
さ
え
も

な
き
教
室

い
つ
ま
で
も
コ
ロ
ナ
居
座
る
ふ
る
さ
と
の
友
を
思
ひ

つ
つ
ワ
ク
チ
ン
を
受
く

暴
力
を
コ
ロ
ナ
振
る
い
て
今
日
も
又
も
っ
と
サ
ラ
リ

と
生
き
た
き
も
の
を

ザ
ク
ロ
の
実
割
れ
た
ら
今
朝
の
白
い
風
あ
る
か
な

き
か
の
秋
の
香
織
り
込
み

「
評
」
自
粛
に
つ
づ
き
ロ
ッ
ク
・
ダ
ウ
ン
の
重
な

る
中
に
サ
ラ
リ
と
生
き
ら
れ
る
て
だ
て
も
思
い

が
つ
の
る
の
も
充
分
理
解
出
来
る
。
切
角
、
何

を
ど
う
と
言
う
こ
と
も
出
来
な
い
コ
ロ
ナ
と
ワ

ク
チ
ン
の
せ
め
ぎ
合
う
世
を
導
く
方
法
も
な
い

も
の
か
な
ど
思
っ
た
り
す
る
。

パ
ラ
ナ
・
グ
ワ
イ
ラ　

影
山
孝

ガ
イ
ジ
ン
が
ミ
ソ
や
こ
ん
に
ゃ
く
買
う
時
代
日
系

子
孫
は
ど
こ
へ
行
っ
た
か

名
前
だ
け
日
系
黒
人
お
祭
り
で
ス
シ
を
作
っ
て
手

伝
い
す
る
が

髪
の
毛
を
自
分
で
切
っ
て
は
み
た
け
れ
ど
美
男
が

出
て
来
た
と
笑
う
人
あ
り

雲
を
見
て
カ
ナ
リ
ア
聞
け
ば
世
は
平
和
平
和
で
な

い
の
は
人
間
だ
け
ね

白
蟻
の
巣
を
掘
っ
て
巣
く
っ
た
ピ
リ
キ
ッ
ト
の
穴
か

ら
雛
が
三
、四
匹

「
評
」「
巣
を
掘
っ
て
巣
く
っ
た
」
巣
く
っ
た
は

巣
く
う
（
巣
を
作
り
住
む
）
の
過
去
形
。
影

山
氏
の
今
回
の
作
品
は
大
変
つ
か
れ
を
感
じ
た

処
に
小
生
の
眼
の
疲
れ
も
大
分
進
ん
で
い
る
様

だ
。
乱
視
・
斜
視
に
加
え
、
一
時
間
お
き
に
出

る
小
水
（
利
尿
剤
）
に
よ
る
睡
眠
不
足
。
作
品

「
評
」
ど
こ
ろ
か
、
自
分
評
も
書
く
の
に
読
み

返
す
度
に
誤
字
脱
字
脱
行
だ
。カ

ン
ベ　

湯
山
洋

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
老
い
の
暮
し
に
役
立
つ
と
買
っ
て

終
っ
て
思
案
投
げ
首

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
硬
き
頭
に
武
骨
な
手
テ
ク
ラ
打

た
け
ば
マ
ウ
ス
は
逃
げ
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
年
に
は
勝
て
ぬ
習
い
事
近
代
表

示
の
横
文
字
ば
か
り

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
知
ら
ね
ば
恥
の
知
恵
袋
八
十
才

が
負
け
ん
気
を
出
す

暇
人
の
お
も
ち
ゃ
に
な
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
部

劇
観
る
昭
和
の
歌
聴
く

「
評
」
こ
の
稿
を
と
ど
け
る
の
に
手
伝
っ
て
も
ら

う
た
め
、
二
人
娘
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
写
真

で
届
け
て
い
ま
す
。

カ
ン
ベ　

湯
山
洋

土
臭
い
歌
し
か
詠
め
ぬ
農
夫
で
も
悲
喜
交
々
の
恋

歌
も
読
み
た
い

老
い
る
ま
で
鍬
し
か
知
ら
ぬ
武
骨
者
恋
歌
詠
む
に

も
抵
抗
が
あ
る

古
の
歌
集
に
光
る
恋
の
歌
恋
歌
は
和
歌
の
源
流
な
り
や

失
恋
も
胸
の
と
き
め
く
恋
も
せ
ず
恋
歌
詠
む
な
ど

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ら
お
か
し
い

「
頑
張
っ
て
」
た
だ
一
言
で
涙
ぐ
み
走
っ
て
去
っ
た

初
恋
の
人

「
評
」（
か
ね
て
よ
り
高
き
花
と
き
き
つ
る
を
手

折
れ
る
今
日
の
君
が
う
れ
し
さ　

上
妻
け
さ

女
）
婚
礼
に
招
か
れ
て
、
短
疋
に
す
ら
す
ら
と

認
め
る
祖
母
の
姿
に
見
と
れ
た
幼
少
の
頃
の
小

生
を
、父
は
し
ば
ら
く
面
白
く
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
つ
い
に
、
ぼ
つ
ぼ
つ
万
葉
を
読
め
万
葉

を
。
そ
れ
だ
け
言
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
戦

後
初
の
そ
し
て
終
わ
り
の
旧
制
中
学
校
に
打
ち

込
ま
れ
た
修
身
の
変
身
に
（
国
の
歩
み
）
が
出

来
た
。「
巻
頭
に
猿
三
匹
の
国
の
歩
み
」
御
祖

は
猿
か
末
裔
も
猿
な
り
」
父
の
詠
め
る
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
次
々
変
わ
る
教
科
書
は
カ
マ
ス
二

俵
と
早
も
な
り
し
か
。
か
く
し
て
戦
後
社
会
・

教
育
の
批
判
が
つ
づ
き
、
子
供
八
人
が
育
っ
た

頃
に
琴
線
の
糸
が
切
れ
て
入
院
を
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。「
頑
張
っ
て
た
だ
一
言
で
涙
ぐ
み
走
っ

て
去
っ
た
初
恋
の
人
」
湯
山
氏
の
一
首
に
心
を

打
た
れ
な
が
ら
永
々
と
小
生
の
過
去
を
書
い
て

し
ま
っ
た
。
勘
弁
下
さ
い
。

サ
ン
マ
テ
ウ
ス　

松
本
正
雄

い
つ
の
間
に
八
十
路
を
迎
え
老
人
の
仲
間
と
な
る

も
氣
は
ま
だ
六
十
路

見
え
張
る
も
六
十
路
に
や
勝
て
ぬ
こ
の
体
耳
は
遠

の
き
目
は
か
す
み
お
り

ま
だ
傘
寿
遠
き
道
の
り
百
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
行
こ

う
足
を
引
き
ず
り

世
は
進
み
パ
ソ
コ
ン
ス
マ
ホ
オ
ン
ラ
イ
ン
追
い
て
行

け
る
か
ぼ
け
の
頭
で

為
せ
ば
成
る
パ
ソ
コ
ン
睨
み
辞
書
を
手
に
禿
げ
に

八
巻
き
入
歯
か
み
し
め

「
評
」
方
向
音
痴
な
ど
と
は
聞
い
た
り
す
る
が

味
音
痴
な
ど
と
は
聞
い
い
た
事
は
な
い
。
小
生

は
ま
さ
に
、
そ
れ
で
あ
る
。
戦
中
戦
後
を
生
き

た
せ
い
か
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
し
、
い
や

な
物
は
ま
る
っ
き
り
無
い
。
腹
が
空
い
た
時
は

食
べ
物
で
あ
れ
ば
な
み
だ
が
流
れ
る
ほ
ど
有
難

い
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
表
現
す
る
味
は
全
部
同
じ

き
き
あ
き
て
い
る
。
口
に
入
れ
た
途
端
み
な
同

じ
タ
レ
ン
ト
の
物
ま
ね
み
た
い
。
さ
て
小
生
の

こ
と
ば
か
り
で
「
評
」
の
場
を
よ
ご
し
て
相
済

ま
な
い
。
ま
ず
、
ボ
ケ
の
ま
っ
さ
か
り
で
パ
ソ
、

ス
マ
、
オ
ン
な
ど
見
聞
き
は
し
て
い
る
が
モ
ト

モ
ト
手
先
を
近
づ
け
る
と
消
え
て
し
ま
う
ら
し

く
娘
に
し
か
ら
れ
ぱ
な
し
で
す
。故

・
上
妻
泰
子

母
わ
れ
の
肩
た
た
か
む
と
背
に
廻
る
小
さ
き
こ
ぶ

し
力
こ
も
れ
り
（
茂
）

子
も
我
も
た
じ
る
ご
て
居
り
し
ば
ら
く
は
ま
ば
ゆ

き
ば
か
り
の
水
着
姿
に

月
仰
ぎ
幼
な
き
一
人
の
空
の
旅
神
よ
守
れ
と
ひ
た

す
ら
祈
る

た
ど
た
ど
と
日
本
文
に
て
綴
り
た
る
吾
子
の
便
り

に
目
頭
う
る
む

久
々
に
夕
餉
を
共
に
夫
と
す
る
子
等
は
し
ば
ら
く

は
し
ゃ
ぎ
て
や
ま
ず

（
以
下
サ
ナ
ト
リ
オ
・
カ
ン
ポ
ス
ド
ジ
ョ
ル
ド
ン
）

学
童
の
さ
わ
ぎ
通
れ
ば
残
し
来
し
子
を
想
い
お
り

松
の
揺
れ
見
つ
つ

は
に
か
み
つ
つ
吾
が
手
に
ぎ
る
よ
長
男
は
か
く
大

人
び
て
我
を
迎
う
る

走
り
来
て
末
の
子
は
持
て
る
蜜
柑
を
ば
吾
に
差
し

出
し
体
寄
せ
く
る

進
学
の
娘
を
送
る
日
に
新
設
の
送
電
線
の
白
き
か

が
や
き

ス
ピ
ー
ド
を
ま
し
て
緑
の
道
を
ゆ
く
子
の
自
転
車

に
午
後
の
陽
つ
よ
し

朝
早
く
畑
出
づ
る
我
の
背
に
登
校
の
子
等
声
な
げ

て
ゆ
く

親
の
知
ら
ぬ
部
分
の
多
く
な
り
し
子
が
嗽
の
声
音

夫
に
似
て
来
し

開
拓
の
時
代
に
産
れ
し
吾
子
ど
ち
も
健
や
か
に
生

い
た
ち
今
は
た
ら
え
り

そ
の
白
き
花
嫁
衣
装
の
中
で
笑
む
吾
子
の
時
代
よ

倖
で
あ
れ

日
な
ら
ず
に
嫁
ぎ
ゆ
く
娘
が
身
の
廻
り
片
づ
け
て

い
る
日
曜
の
午
後

移
民
の
子
ゆ
え
苦
労
も
あ
り
し
娘
笑
顔
明
か
る
し

花
嫁
姿

て
き
ぱ
き
と
諸
事
を
こ
な
し
て
さ
り
げ
な
く
次
男

の
嫁
は
三
世
に
し
て

透
る
声
の
ア
ー
リ
ョ
売
り
の
過
ぎ
ゆ
く
に
お
さ
な

き
孫
は
口
真
似
を
す
る

爺
チ
ャ
ン
と
得
意
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
吹
く
孫
よ
二
歳

に
も
満
た
ぬ
口
小
さ
く
て

『
う
ず
潮
』
第
二
集
よ
り
十
六
首

娘
が
釣
り
し
魚
針
と
も
に
逃
げ
ら
れ
て
「
海
彦
神

話
」
し
ば
ら
く
思
う

ア
ト
ラ
ン
タ
の
空
港
広
し
筆
談
も
試
み
お
り
中
国
系
と

シ
カ
ゴ
空
港
に
よ
う
や
く
着
け
り
娘
と
孫
の
迎
え

る
姿
に
安
堵
広
が
る

子
と
親
に
同
時
通
訳
果
た
し
つ
つ
娘
の
駆
る
車
州

境
越
ゆ
る

帰
化
人
の
娘
の
住
む
ミ
ズ
リ
ー
広
ら
け
く
樹
木
に

囲
ま
れ
空
気
の
う
ま
し

庭
隅
の
半
坪
ほ
ど
の
菜
園
に
娘
の
育
て
た
る
ト
マ

ト
菜
の
類

芝
刈
り
機
た
く
み
に
使
い
芝
を
刈
る
孫
は
シ
ャ
ツ

の
背
汗
に
じ
ま
せ
て

次
週
ま
で
父
の
家
に
と
帰
る
孫
娘
の
胸
の
内
し
み

て
思
え
り

朝
毎
を
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ウ
ー
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
子
に
記
し

お
き
出
勤
の
娘
は

野
鳥
に
と
娘
が
つ
る
し
あ
る
給
餌
器
に
リ
ス
は
逆

さ
に
な
り
て
食
い
お
り

思
考
行
動
ア
メ
リ
カ
流
の
娘
と
歩
く
ク
ー
ラ
ー
の

き
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
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掲
載
予
定
日

                      

伊
那
宏
選 

隔
週
水
曜

                      

小
斎
棹
子
選 

隔
週
木
曜

ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇 

掲
載
予
定
日

                          

上
妻
博
彦
選 

第
三
水
曜

熊 本

家
族
救
っ
た「
お
や
じ
」の
木

遺
族
代
表
、
感
謝
と
決
意

　
【
共
同
】
お
や
じ
に
救
わ
れ

た
命
、
決
し
て
無
駄
に
し
な
い

―
。
熊
本
県
嘉
島
町
の
冨
岡

謙
蔵
さ
ん
（
５
８
）
は
、
５

年
前
の
熊
本
地
震
で
自
宅
が

全
壊
し
、
同
居
の
父
王
将
さ

ん
＝
当
時
（
８
３
）
＝
を
失
っ

た
。
家
族
６
人
を
救
っ
た
の
は

王
将
さ
ん
が
５
０
年
以
上
か

新
年
を
共
に
祝
う
と
か
か
え
来
し
馳
走
な
ら
べ
る

嫁
と
娘
が

こ
の
度
は
金
賞
も
ら
い
ま
し
た
よ
と
年
の
始
め
の

孫
の
便
り
は
（
日
本
の
孫
）

桐
生
商
高
三
年
の
孫
の
吹
く
フ
ル
ー
ト
心
地
良
き

か
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
着
き
ぬ

国
籍
の
違
い
も
一つ
に
と
け
合
い
て「
青
銅
の
騎
士
」

の
第
八
楽
章

婿
ど
の
の
設
計
と
い
う
こ
の
家
は
西
桐
生
駅
終
点

に
あ
り※以

上
三
十
五
首
は
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ

た
歌
集
『
う
ず
潮
』
第
一
集
・
第
２
集
の
中

か
ら
、
病
床
に
あ
る
頃
、
母
泰
子
自
身
に
よ
っ

て
選
び
出
さ
れ
た
子
や
孫
達
に
向
け
た
作
品

の
中
の
忘
れ
ら
れ
な
い
物
に
印
を
付
け
て
も

ら
っ
て
い
た
作
品
で
あ
る
。

う
ひ
し
く
も　

上
妻
博
彦

学
業
の
ま
れ
の
逢
瀬
か
石
椅
子
の
少
年
の
つ
れ
言

葉
す
く
な
に

世
は
ま
さ
に
い
ぶ
せ
き
い
ま
を
初
し
さ
の
ま
ま
に

語
ら
ふ
日
系
ふ
た
り

う
な
か
ぶ
し
恥
じ
ら
ひ
の
指
か
ら
ま
す
る
少
女
は

か
ひ
な
あ
ず
け
し
ま
ま
に

指
む
す
び
囁
き
ゐ
し
が
に
は
か
に
も
身
は
よ
じ
り

た
り
唇
づ
け
い
な
み

少
年
の
眼
が
ね
の
ず
れ
の
そ
の
ま
ま
に
唇
を
も
と

め
し
の
ち
を
俯
く

く
ち
づ
け
を
い
な
み
し
の
ち
の
を
と
め
子
の
細
き

頬
に
は
髪
ほ
つ
れ
た
り

沈
黙
の
あ
と
に
し
づ
か
に
乙
女
子
は
面
わ
あ
づ
け

ぬ
ま
ぶ
た
は
閉
じ

い
ざ
な
ひ
て
く
ち
結
び
た
る
あ
ど
け
な
さ
か
た
み

に
眼
が
ね
か
ち
あ
は
せ
つ
つ

莢
の
実
の
垂
り
て
ゆ
ら
げ
る
緑
陰
に
初
し
き
ふ
た

り
の
頬
あ
を
白
し

マ
リ
リ
ア　

梅
崎
嘉
明

鬱
病
み
て
己
絶
た
む
と
せ
し
日
あ
り
生
き
な
が
ら

え
て
白
寿
に
近
し

笠
戸
丸
移
民
の
一
人
も
ま
じ
り
い
て
ア
ル
バ
ム
は

吾
と
共
に
古
り
た
り

論
敵
に
恋
人
の
共
に
貼
ら
れ
い
て
ア
ル
バ
ム
は
吾

の
苦
薬
の
歴
史

繰
返
し
あ
た
わ
ぬ
人
生
茫
々
と
九
十
八
歳
コ
ロ
ナ

禍
の
中

藤
椅
子
に
横
た
え
空
を
仰
ぐ
と
き
時
空
を
こ
え
て

心
ひ
ろ
が
る

「
注
」
頂
い
た
歌
稿
五
首
づ
つ
発
表
し
て
最
終

分
と
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
作
品
の
内
容
か
ら

し
て
、
ま
し
て
小
生
も
眼
も
頭
も
限
界
の
思
い

が
し
ま
す
の
で
、
発
表
い
た
し
ま
す
。

け
て
育
て
た
松
と
カ
シ
。
崩
れ

か
け
た
２
階
建
て
の
家
を
２
本

の
木
が
支
え
た
。
王
将
さ
ん

が
起
こ
し
た
造
園
業
に
励
む
一

方
、
熊
本
の
復
興
を
支
え
て

く
れ
た
人
々
に
感
謝
を
示
そ

う
と
１
４
日
の
追
悼
式
で
遺

族
代
表
を
引
き
受
け
た
。

　

式
で
は
「
ふ
る
さ
と
熊
本
が

元
気
な
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
力
を
尽
く
す
」

と
決
意
を
語
っ
た
。

　

２
度
目
の
激
震
が
襲
っ
た
４

月
１
６
日
未
明
、
１
階
で
就

寝
中
、
暗
闇
の
中
で
ご
う
音
が

響
き
、
小
学
生
だ
っ
た
息
子
た

ち
に
と
っ
さ
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ

た
。
つ
ぶ
れ
た
天
井
と
床
の
わ

ず
か
な
隙
間
の
お
か
げ
で
助
か

り
、
母
や
２
階
で
寝
て
い
た
妻

も
無
事
。
１
階
の
寝
室
に
い
た

王
将
さ
ん
に
何
度
も
声
を
か
け

た
が
、
返
事
が
な
か
っ
た
。

　

夜
が
明
け
て
か
ら
わ
が
家

を
見
る
と
、
玄
関
先
の
松
と

カ
シ
の
木
が
、
崩
れ
か
け
た
家

全
体
を
梁
の
あ
た
り
で
辛
う
じ

て
受
け
止
め
て
い
た
。
王
将
さ

ん
が
５
０
年
以
上
前
に
植
え
、

毎
年
手
入
れ
を
欠
か
さ
な
か
っ

た
木
だ
。
木
が
な
け
れ
ば
、

家
族
全
員
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
―
。
地
震

に
耐
え
、
力
強
く
立
つ
２
本
の

木
。「
お
や
じ
１
人
が
犠
牲
に

な
り
、
俺
た
ち
を
守
っ
て
く
れ

た
」。
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。



（５）　　　　　　　　　第５７０９号 ２０２１（令和三）年　　４月　１５日（木曜日）

　
【
共
同
】
東
芝
は
１
４
日
開
い
た
臨
時
取
締
役
会
で
、
車
谷
暢
昭
社
長
が
辞
任
し

た
。
後
任
に
は
前
社
長
の
綱
川
智
氏
が
会
長
兼
社
長
と
し
て
復
帰
し
た
。
英
投
資
フ
ァ

ン
ド
の
Ｃ
Ｖ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
よ
る
東
芝
買
収
提
案
を
巡
る
経
営

陣
の
対
立
が
背
景
に
あ
る
。
車
谷
氏
は
２
０
１
７
年
か
ら
１
８
年
ま
で
Ｃ
Ｖ
Ｃ
日
本

法
人
会
長
を
務
め
、他
の
取
締
役
ら
は
提
案
を
「
私
物
化
」
と
判
断
し
た
も
よ
う
だ
。

と
関
西
、
東
海
、
沖
縄
で
、

感
染
力
の
強
い
「
Ｎ
５
０
１

Ｙ
変
異
」
を
持
つ
変
異
株
の
割

合
が
ど
の
程
度
増
え
る
か
を
推

計
。
５
月
前
半
に
は
首
都
圏
で

８
〜
９
割
程
度
、
既
に
主
流

化
し
て
い
る
関
西
で
も
９
０
％

台
後
半
に
達
す
る
見
込
み
で
、

各
地
域
で
ほ
ぼ
置
き
換
わ
る
。

　

医
療
提
供
体
制
も
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
脇
田
隆

字
座
長
は
「
全
国
的
に
２
０

〜
３
０
代
を
中
心
に
感
染
拡

大
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

世
代
の
感
染
の
広
が
り
を
抑
制

し
た
上
で
、
高
齢
者
層
へ
の
波

及
に
も
警
戒
が
必
要
だ
」
と
訴

え
た
。

　

関
西
地
域
で
は
１
４
日
、

大
阪
、
兵
庫
以
外
に
和
歌
山

で
も
過
去
最
多
、
奈
良
で
は

過
去
２
番
目
に
多
い
感
染
者

数
だ
っ
た
。
大
阪
、
兵
庫
、
和

歌
山
は
感
染
者
の
前
週
比
が

１
・
５
倍
前
後
、
奈
良
は
１
・

３
倍
弱
で
い
ず
れ
も
増
加
が
著

し
い
。

　

ま
た
直
近
１
週
間
の
人
口
１

０
万
人
当
た
り
感
染
者
数
は
、

東
京
が
ス
テ
ー
ジ
４
、
愛
知
も

ス
テ
ー
ジ
３
に
近
づ
き
、
人
口

密
集
地
域
で
の
拡
大
が
鮮
明
に

な
っ
て
き
た
。

　

分
科
会
の
尾
身
会
長
は
衆

院
内
閣
委
員
会
で
現
在
の
感

染
状
況
を
「
第
４
波
と
言
っ
て

差
し
支
え
な
い
」
と
述
べ
た
。

医
師
会
の
中
川
会
長
は
大
阪

コ
ロ
ナ
感
染
４
千
人
超

変
異
株
、急
速
置
き
換
わ
り

東芝社長辞任  綱川氏後任

京
や
愛
知
で
も
増
え
て
お
り
、

従
来
株
か
ら
急
速
に
置
き
換

わ
り
つ
つ
あ
る
と
の
分
析
を
ま

と
め
た
。
関
西
で
は
既
に
主

流
で
感
染
者
増
加
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
分

科
会
の
尾
身
茂
会
長
や
日
本

医
師
会
の
中
川
俊
男
会
長
は

相
次
い
で
流
行
の
「
第
４
波
」

に
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
政

府
に
迅
速
な
対
応
を
求
め
た
。

　

専
門
家
組
織
は
、
首
都
圏

　
【
共
同
】
国
内
で
１
４
日
に

確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
が
４
千
人
を

超
え
た
。
４
千
人
を
超
え
た

の
は
１
月
２
８
日
以
来
。
大

阪
で
２
日
連
続
で
千
人
を
超

え
た
ほ
か
、
兵
庫
で
も
初
め

て
５
０
０
人
を
上
回
り
、
関

西
地
域
で
拡
大
が
目
立
つ
。

東
京
や
神
奈
川
も
緊
急
事
態

宣
言
解
除
後
最
多
。
厚
生
労

働
省
に
対
策
を
助
言
す
る
専

門
家
組
織
は
、
変
異
株
が
東

柏
崎
刈
羽「
運
転
禁
止
」決
定

福
島
廃
炉　
賠
償
に
影
響

　
【
共
同
】
原
子
力
規
制
委
員

会
は
１
４
日
の
定
例
会
合
で
、

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
（
新

潟
県
）
の
事
実
上
の
運
転
禁
止

命
令
を
正
式
決
定
し
た
。
核

物
質
防
護
不
備
を
巡
り
、
原
子

炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
同
原
発

で
の
核
燃
料
の
移
動
を
禁
じ
る

是
正
措
置
命
令
を
出
す
。
同
日

午
後
、
東
電
幹
部
を
原
子
力

規
制
庁
に
呼
び
、
命
令
書
を
手

渡
す
。

　

命
令
に
よ
っ
て
、
東
電
は
同

原
発
へ
の
新
燃
料
の
搬
入
や
、

原
子
炉
へ
の
燃
料
装
填
な
ど
が

で
き
な
く
な
る
。
商
業
炉
に
対

す
る
規
制
委
の
措
置
命
令
は
初

め
て
。
同
原
発
の
再
稼
働
は
当

面
望
め
ず
、
福
島
第
１
原
発
の

廃
炉
や
賠
償
の
枠
組
み
に
も
影

響
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

禁
止
期
間
は
「
事
業
者
の

自
律
的
な
改
善
が
見
込
め
る

状
態
」
に
な
る
ま
で
と
さ
れ
る
。

規
制
委
は
、
核
物
質
防
護
に

対
す
る
東
電
の
姿
勢
な
ど
を
調

べ
る
今
後
の
追
加
検
査
に
１
年

以
上
か
か
る
と
し
て
お
り
、
少

な
く
と
も
検
査
が
終
了
す
る
ま

で
東
電
が
目
指
す
７
号
機
の

再
任
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。

　

車
谷
氏
は
１
９
８
０
年
に

三
井
銀
行
（
現
三
井
住
友
銀

行
）
に
入
行
し
、
同
行
の
副
頭

取
や
Ｃ
Ｖ
Ｃ
日
本
法
人
の
会

長
を
歴
任
し
た
。
１
８
年
４

月
か
ら
東
芝
の
会
長
兼
最
高

経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と

な
り
、
不
正
会
計
問
題
や
原

発
事
業
の
巨
額
損
失
な
ど
で
揺

ら
い
だ
東
芝
の
経
営
の
立
て
直

し
を
進
め
て
き
た
。
昨
年
４
月

に
は
綱
川
氏
と
交
代
す
る
形
で

東
芝
社
長
に
就
任
し
て
い
た
。

　

Ｃ
Ｖ
Ｃ
は
６
日
付
で
東
芝

買
収
の
初
期
提
案
を
送
付
し

た
。
東
芝
株
を
１
株
５
千
円
、

総
額
２
兆
３
千
億
円
規
模
で

買
い
取
り
、
６
〜
７
月
に
株
式

公
開
買
い
付
け
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
を

目
指
す
と
し
た
。
東
芝
は
「
詳

細
情
報
を
求
め
、
慎
重
に
検

討
す
る
」
と
７
日
発
表
し
て
い

た
。

　

永
山
氏
は
９
日
公
表
し
た

　

同
日
午
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
か
れ
た
記
者
会
見
に
は
永

山
治
取
締
役
会
議
長
（
中
外

製
薬
名
誉
会
長
）
と
綱
川
氏

が
出
席
。
永
山
氏
は
車
谷
氏

の
辞
任
に
つ
い
て
「
経
営
安
定

化
の
道
筋
を
付
け
て
再
生
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら

辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
、
受

理
し
た
」
と
述
べ
た
。
綱
川
氏

は
「
株
主
や
利
害
関
係
者
と

の
信
頼
構
築
に
努
め
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

車
谷
氏
は
「
物
言
う
株
主
」

と
の
関
係
が
悪
化
し
、
昨
年
の

定
時
株
主
総
会
で
は
再
任
議

案
の
賛
成
が
５
７
％
台
に
と
ど

ま
り
、
今
年
６
月
の
総
会
で
の

繰
り
返
し
問
わ
れ
た
が
答
え

ず
、
同
席
し
た
幹
部
が
代
わ
り

に
「
文
書
の
内
容
が
全
て
だ
」

と
話
し
た
。
文
書
は
、
生
産
地

へ
の
社
員
訪
問
や
第
三
者
機
関

の
監
査
実
施
な
ど
に
よ
る
管
理

体
制
を
紹
介
し
、
取
引
の
妥

当
性
を
主
張
し
て
い
る
。

　

少
数
民
族
ウ
イ
グ
ル
族
の
人

権
問
題
を
巡
っ
て
は
、
良
品
計

画
を
含
む
世
界
の
８
０
社
超
が

ウ
イ
グ
ル
族
を
強
制
労
働
さ
せ

た
疑
い
が
あ
る
中
国
の
工
場
と

取
引
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
【
共
同
】
良
品
計
画
の
松
崎

暁
社
長
は
１
４
日
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
決
算
発
表
会
見
で
、
中

国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
生

産
さ
れ
る
新
疆
綿
に
強
制
労
働

の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
問
題

に
つ
い
て
、
一
切
の
言
及
を
避

け
た
。同
社
は
文
書
を
公
表
し
、

新
疆
綿
の
調
達
や
取
引
継
続
を

認
め
た
上
で
、
商
品
の
製
造
過

程
で
「
法
令
や
行
動
規
範
に
対

す
る
重
大
な
違
反
は
確
認
し
て

い
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

松
崎
氏
は
問
題
へ
の
認
識
を

再
稼
働
は
進
ま
な
い
。

　

東
京
電
力
の
小
早
川
智
明

社
長
は
１
４
日
、
参
考
人
と

し
て
出
席
し
た
新
潟
県
議
会
で

「
当
社
が
原
子
力
事
業
を
存
続

で
き
る
か
ど
う
か
大
き
な
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

規
制
委
は
核
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
と
検
査
部
門
の
職
員
を

中
心
と
し
た
チ
ー
ム
を
新
設
。

原
因
分
析
な
ど
に
関
す
る
報
告

を
東
電
か
ら
受
け
た
後
、
具

体
的
な
計
画
を
策
定
し
本
格

的
な
検
査
に
入
る
。

　

更
田
豊
志
委
員
長
は
追
加

検
査
に
つ
い
て
「
核
防
護
が
絡

む
か
ら
と
い
っ
て
全
て
潜
ら
ず
、

で
き
る
だ
け
透
明
性
を
確
保
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

規
制
委
や
東
電
に
よ
る
と
、

柏
崎
刈
羽
原
発
で
は
昨
年
３

月
以
降
、
計
１
５
カ
所
で
テ
ロ

商業炉で初、規制委員会

目
的
な
ど
の
侵
入
を
検
知
す
る

設
備
が
故
障
し
、
代
替
措
置

も
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
が
、
今

年
２
月
の
規
制
委
の
検
査
で
判

明
し
た
。
同
１
月
に
は
、
同
僚

の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
所
員

に
よ
る
中
央
制
御
室
へ
の
不
正

入
室
も
発
覚
し
た
。

　

規
制
委
は
同
３
月
、
防
護

不
備
の
安
全
重
要
度
を
４
段

階
で
最
悪
レ
ベ
ル
の
「
赤
」
と

評
価
し
、
事
実
上
の
運
転
禁

止
命
令
を
出
す
方
針
を
決
め

た
。

　

東
電
に
弁
明
の
機
会
を
与
え

た
が
、東
電
は
４
月
７
日
、「
措

置
自
体
は
納
得
で
き
る
」（
小

早
川
智
明
社
長
）
な
ど
と
し

て
、
弁
明
し
な
い
と
回
答
。
小

早
川
氏
ら
幹
部
４
人
が
問
題

の
責
任
を
取
り
、
月
額
報
酬
の

３
０
％
を
半
年
間
、
自
主
返

納
す
る
と
発
表
し
た
。

　

燃
料
に
使
わ
れ
る
ウ
ラ
ン
や

臨
時
取
締
役
会

経
営
陣
対
立

買
収
提
案
は「
私
物
化
」

ウ
イ
グ
ル
問
題
に
一
切
答
え
ず

良
品
計
画
社
長
、文
書
公
表

大
阪
府
の
聖
火
リ
レ
ー
終
了

異
例
の
代
替
コ
ー
ス
２
日
間

　
【
共
同
】
東
京
五
輪
の
聖
火
リ

レ
ー
は
１
４
日
、
大
阪
府
で
の

２
日
目
が
万
博
記
念
公
園
（
吹

田
市
）
内
の
代
替
コ
ー
ス
で
引

き
続
き
実
施
さ
れ
、
最
終
ラ
ン

ナ
ー
が
太
陽
の
塔
の
前
で
ゴ
ー

ル
し
、
ト
ー
チ
の
炎
を
聖
火
皿

に
移
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
で
公
道
の
走
行
を

中
止
し
た
異
例
の
リ
レ
ー
は
２

日
間
の
日
程
を
終
え
た
。

　

最
終
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
た
の

は
、
日
本
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た

１
９
８
０
年
モ
ス
ク
ワ
五
輪
に

水
泳
選
手
と
し
て
出
場
を
目
指

し
て
い
た
会
社
員
島
津
真
理
さ

ん
（
５
８
）
＝
大
阪
市
住
吉

区
。「
当
時
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
出
場
で
き
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大

好
き
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
な
ら
、

少
し
で
も
関
わ
り
た
い
」
と
ラ

ン
ナ
ー
に
応
募
し
た
。

　

島
津
さ
ん
は
月
に
数
回
、
障

害
の
あ
る
人
ら
に
水
泳
を
教
え

る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
プ
ー
ル・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
大
阪
市
）
に

参
加
。
島
津
さ
ん
に
憧
れ
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
生
徒

も
い
る
と
い
う
。
完
走
後
「
最

後
ま
で
（
聖
火
を
）
つ
な
げ
ら

れ
て
感
動
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
は
何
事
も
諦
め
ず
頑
張
れ
ば

夢
は
か
な
う
と
伝
え
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。

　

１
４
日
は
中
学
時
代
に
６

４
年
東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー

に
伴
走
者
と
し
て
出
場
し
た
西

村
成
生
さ
ん
（
７
１
）
＝
大

阪
府
泉
佐
野
市
＝
が
、
再
び

リ
レ
ー
に
参
加
し
ト
ー
チ
を
掲

げ
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
世
界
に
な
る
よ
う
祈
る
」

と
、
聖
火
の
神
聖
さ
を
か
み
し

め
な
が
ら
語
っ
た
。

　

大
阪
府
の
ラ
ン
ナ
ー
は
当
初

の
予
定
よ
り
２
０
人
少
な
い
１

７
０
人
が
参
加
。
公
園
内
を

約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ず
つ
の
１

５
区
間
に
区
切
っ
た
周
回
コ
ー

ス
を
走
っ
た
。
聖
火
リ
レ
ー
は

１
５
日
か
ら
四
国
に
移
り
、
徳

島
県
で
予
定
通
り
公
道
で
実
施

さ
れ
る
。

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
査
証
（
ビ

ザ
）
な
し
で
渡
航
で
き
る
国

や
地
域
の
数
を
比
べ
た
「
パ
ス

ポ
ー
ト
・
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、

日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
１
９
３

と
な
り
、
首
位
を
維
持
し
た
。

永
住
権
取
得
な
ど
に
関
す
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
「
ヘ
ン

リ
ー
・
ア
ン
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
」
が
１
４
日
ま
で
に
明
ら
か

に
し
た
。
同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に

よ
る
各
国
の
渡
航
制
限
を
加
味

し
て
い
な
い
と
い
う
。

　

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
同
社

は
声
明
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
海
外
へ
の
渡
航
を
制
限

し
て
い
る
国
が
多
い
た
め
「
現

在
、
い
か
な
る
海
外
旅
行
も
理

論
上
の
も
の
で
し
か
な
い
」
と

前
置
き
。
今
夏
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
海
外
の

観
客
を
締
め
出
す
「
難
し
い
決

断
を
下
し
た
」
日
本
が
首
位
な

の
は
「
い
さ
さ
か
皮
肉
な
こ
と

だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
一
方
、
英
米
を
含
む
一
部
の

国
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
大
幅
に

進
み
、
こ
れ
ら
の
国
の
市
民
は

海
外
旅
行
の
再
開
が
「
近
く

可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

が
、
接
種
展
開
が
遅
れ
る
発
展

途
上
国
の
人
々
に
と
っ
て
は
海

外
渡
航
の
「
未
来
は
さ
ほ
ど
楽

観
で
き
な
い
」
と
し
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
が
１
９
２
で
２

位
、
ド
イ
ツ
と
韓
国
が
１
９
１

で
同
列
３
位
。
２
０
１
４
年

に
首
位
だ
っ
た
米
国
と
英
国
は

１
８
７
で
、
ベ
ル
ギ
ー
や
ス
イ

ス
と
同
列
の
７
位
と
な
っ
た
。

公
営
住
宅
に
移
っ
た
。
一
方
で

被
災
し
た
高
齢
者
ら
の
孤
立

を
防
ぎ
、
生
活
支
援
や
見
守

り
を
ど
う
続
け
て
い
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

追
悼
式
で
は
、
遺
族
を
代

表
し
、
父
親
＝
当
時
（
８
３
）

＝
を
亡
く
し
た
嘉
島
町
の
冨
岡

謙
蔵
さ
ん
（
５
８
）
が
「
あ
の

日
の
悲
し
み
の
記
憶
は
決
し
て

消
え
な
い
。
多
く
の
方
の
優
し

　
【
共
同
】
熊
本
、
大
分
両
県

で
計
２
７
６
人
が
犠
牲
と
な
っ

た
２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本

地
震
は
１
４
日
、
最
初
の
激

震
「
前
震
」
か
ら
５
年
を
迎

え
、
熊
本
県
庁
で
追
悼
式
が

開
か
れ
た
。
熊
本
で
は
今
な

お
４
１
８
人
（
３
月
末
時
点
）

が
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
。
イ
ン

フ
ラ
の
復
興
が
進
み
、
多
く
の

人
は
再
建
し
た
自
宅
や
災
害

276
人
犠
牲
　被
災
地
祈
り

熊
本
地
震
５
年
、復
興
進
む

さ
と
支
え
が
あ
り
、
私
た
ち
家

族
の
今
が
あ
る
」
と
感
謝
を
述

べ
た
。

　

式
典
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
昨

年
に
引
き
続
き
参
列
者
を
制

限
。
遺
族
や
蒲
島
郁
夫
知
事

ら
３
４
人
が
黙
と
う
し
た
。
蒲

島
氏
は
式
辞
で
「
最
後
の
一
人

が
再
建
を
果
た
す
ま
で
支
援
を

続
け
る
。
経
験
を
語
り
継
ぎ
、

国
内
外
の
防
災
、
減
災
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
重
要
な
責
務
だ
」

と
述
べ
た
。

　

１
６
年
４
月
１
４
日
夜
の

前
震
、
同
１
６
日
未
明
の
「
本

震
」
と
、
観
測
史
上
初
め
て

最
大
震
度
７
を
２
回
記
録
し

た
益
城
町
で
は
献
花
台
が
設

置
さ
れ
、
西
村
博
則
町
長
や

被
災
者
ら
が
花
を
手
向
け
た
。

　

地
震
で
は
、
両
県
で
住
宅

計
約
４
万
３
千
棟
が
全
半

壊
し
、
仮
設
住
宅
に
住
む
人

は
一
時
４
万
７
千
人
を
超
え

た
。
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
の
肥
後
大

津
―
阿
蘇
間
が
昨
年
８
月
に

復
旧
、
崩
落
し
た
阿
蘇
大
橋

も
架
け
替
え
ら
れ
、
３
月
に

開
通
。
熊
本
城
は
「
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
」
と
な
っ
た
天
守

閣
の
修
復
が
終
わ
り
、
２
６

日
か
ら
内
部
公
開
が
始
ま

る
。

新
疆
綿
の
不
使
用
を
決
め
た
欧

米
企
業
は
、
反
発
す
る
中
国
市

民
の
不
買
運
動
対
象
に
な
っ
た
。

　

同
日
発
表
し
た
２
０
２
１

年
２
月
中
間
連
結
決
算
は
売

上
高
に
当
た
る
営
業
収
益
が

前
年
同
期
比
２
・
７
％
増
の

２
２
８
３
億
円
、
純
利
益
が

約
２
倍
の
２
０
３
億
円
の
増

収
増
益
だ
っ
た
。
国
内
や
ア
ジ

株主との信頼構築へ

核
防
護
不
備
再
稼
働
進
ま
ず

オンライン記者会見をする東芝の綱川智会長兼社長
＝ 14日午後 （共同） 

コ
メ
ン
ト
で
、
提
案
に
つ
い
て

「
東
芝
の
要
請
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
」
と
し
、
資
金
調
達

や
各
国
当
局
の
承
認
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
と
指
摘
し

た
。

　

１
４
日
午
前
の
東
京
株
式

市
場
で
は
買
収
合
戦
が
一
段
と

過
熱
す
る
と
の
見
方
か
ら
東
芝

株
が
大
幅
に
上
昇
し
、
今
年
の

高
値
を
更
新
し
た
。

原子力規制委の定例会合で発言する更田豊志委員長
＝ 14日午前、東京都港区 （共同）

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
テ
ロ
リ
ス

ト
に
盗
ま
れ
る
と
核
兵
器
製
造

な
ど
に
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
防
護
措
置
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

五輪聖火リレー  大阪２日目

大阪府吹田市の万博記念公園で、太陽の塔の
前を走る聖火ランナー（奥）。同府での聖火リ
レーは、新型コロナウイルス感染拡大で公道の
走行を中止し、公園内のコースを周回する異例
の形で行われた＝ 14日午後 （共同）

「流しびな」でひな人形を流す
保育園児の小屋田桜ちゃん＝
14日午後、鳥取市 （共同）

熊本地震の追悼式で、遺族代表の
言葉を述べる冨岡謙蔵さん＝１４
日午前、熊本県庁 （共同）

　
【
共
同
】「
テ
レ
ワ
ー
ク　

九

九
の
呼
吸
が　

漏
れ
聞
こ
え
」

―
。
オ
リ
ッ
ク
ス
は
１
４
日
、

働
き
な
が
ら
子
育
て
す
る
人
の

日
常
を
つ
づ
っ
た
「
働
く
パ
パ

マ
マ
川
柳
」
の
入
賞
作
品
を
発

表
し
た
。
大
賞
に
は
子
ど
も
を

傍
ら
に
感
じ
な
が
ら
在
宅
勤
務

す
る
様
子
を
表
現
し
た
兵
庫
県

の
男
性
（
４
９
）
の
作
品
が
選

ば
れ
た
。

　

パ
パ
目
線
賞
と
し
て
「
パ
ソ

コ
ン
も　

子
も
フ
リ
ー
ズ
の　

イ
ヤ
イ
ヤ
期
」
な
ど
３
作
品
、

マ
マ
目
線
賞
に
は
「
居
間
は
今

　

教
室
オ
フ
ィ
ス　

保
育
園
」

な
ど
３
作
品
が
選
ば
れ
た
。
こ

の
ほ
か
、
優
秀
賞
は
５
９
歳
女

性
の
「
孫
会
う
日　

爺
の
マ
ス

ク
は　

炭
治
郎
」
と
し
た
祖
父

母
目
線
の
も
の
や
、「
コ
ロ
ナ
禍

で　
マ
マ
友
ゼ
ロ
の　

初
育
児
」

「『
お
か
え
り
』
と　

駆
け
寄

在
宅
勤
務
中
の

育
児
を
詠
む

働
く
パ
パ
マ
マ
川
柳

る
パ
パ
は　

除
菌
中
」
な
ど
１

０
作
品
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
日
常
の
変

化
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
切
り
取
っ
た
作
品
が
目
立
っ

た
。

　

川
柳
は
１
月
８
日
か
ら
２

月
１
２
日
ま
で
郵
便
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
募
っ
た
。
３
０

〜
４
０
代
を
中
心
に
過
去
最

多
の
６
万
１
８
１
３
作
品
が

集
ま
っ
た
。

の
医
療
崩
壊
な
ど
に
危
機
感

を
あ
ら
わ
に
し
「
結
局
、
緊

急
事
態
宣
言
を
発
令
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
早
く

し
た
方
が
効
力
を
発
揮
す
る
」

と
訴
え
た
。

日本旅券
世界最多維持
ビザなし渡航先ランキング

追悼式

加
。
観
光
客
向
け
に
は
動
画

投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

で
配
信
し
た
。

　

流
し
び
な
は
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
と
さ
れ
る
伝
統
行
事
。

特
に
同
市
の
「
用
瀬
の
流
し
び

な
」
は
消
滅
の
恐
れ
が
あ
る
と

し
て
、
国
の
「
選
択
無
形
民
俗

文
化
財
」
へ
の
指
定
も
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中

止
と
な
っ
た
が
、
今
年
は
規
模

を
縮
小
し
て
開
催
。
地
元
の
小

学
生
や
園
児
な
ど
約
１
５
０

人
が
楽
し
ん
だ
。

　

小
学
生
ら
は
わ
ら
を
使
っ
て

舟
の
よ
う
に
編
ん
だ
「
桟
俵
」

に
男
女
一
対
の
ひ
な
人
形
を
乗

せ
て
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
川

に
流
し
た
。
実
行
委
員
長
の
西

村
清
太
郎
さ
ん（
６
８
）は「
用

瀬
の
流
し
び
な
を
受
け
継
ぐ
た

め
に
も
開
催
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

母
親
と
参
加
し
た
保
育
園

児
の
小
屋
田
桜
ち
ゃ
ん
（
５
）

は
「
流
す
の
が
楽
し
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
元
気
に
過
ご

し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

眞
子
さ
ま
、
オ

ン
ラ
イ
ン
進
講

文
書
公
表
後
、初
の
公
務

　
【
共
同
】
秋
篠
宮
ご
夫
妻
と
、

長
女
眞
子
さ
ま
、
次
女
佳
子

　
【
共
同
】
鳥
取
市
用
瀬
町
の

千
代
川
で
１
４
日
、
和
紙
や

紙
粘
土
で
作
っ
た
ひ
な
人
形
を

流
す
「
流
し
び
な
」
が
２
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は

旧
暦
の
３
月
３
日
に
当
た
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
策
で
地
元
住
民
の
み
が
参

さ
ま
は
１
４
日
、
赤
坂
御
用
地

の
宮
邸
で
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
子
ど
も
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
「
セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の

幹
部
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
進

講
を
受
け
ら
れ
た
。

　

眞
子
さ
ま
は
、
婚
約
が
内
定

ア
は
好
調
だ
っ
た
が
、
欧
米
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
店
舗
営
業
の
制
限
で

低
迷
し
た
。
決
算
期
変
更
の
た

め
伸
び
率
は
参
考
値
。

　

今
後
、
国
内
で
は
ス
ー
パ
ー

併
設
型
な
ど
の
店
舗
を
拡
充
す

る
。
２
４
年
度
に
日
本
で
年
間

１
０
０
店
舗
、
中
国
で
５
０

店
舗
の
出
店
を
目
指
す
。

し
て
い
る
小
室
圭
さ
ん
（
２
９
）

が
、
母
親
の
元
婚
約
者
と
の
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
を
説
明
す
る
文
書

を
８
日
に
公
表
し
て
か
ら
初
め

て
の
公
務
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
進
講
で

は
、
震
災
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
や
、
今
後
の
課
題

を
聞
い
た
。

　

小
室
さ
ん
は
公
表
し
た
文
書

で
、
ト
ラ
ブ
ル
の
詳
細
や
現
状

を
説
明
。
１
２
日
に
は
代
理
人

の
弁
護
士
が
取
材
に
応
じ
、
小

室
さ
ん
側
が
相
手
に
解
決
金
を

渡
す
意
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

鳥取

流しびな
２年ぶり開催
地元住民のみで



テレビ番組
☆都合により放送時間、番組内容が変更される場合もあります。

☆記載されている放送時間はブラジリア時間です。月　　 日（日）から　 　月　　 日（土）まで
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23

00 ニュース
15 NHK のど自慢

00 ニュース・気象情報
05 新・BS 日本のうた
2:35 趣味の園芸 京も一日

陽だまり屋・選
40 みちたん 5min ～大好

き・東北～ ( 再 )
45 うちなーであそぼ(再 )
50 BS ニュース
00 PREMIUM SELECTIONS

5:30 ワンワンわんだーら
んど

00 ニュース ( 二 )
05 ミミクリーズ
15 わらたまドッカーン
24 シャシャっと！オハ

ヨッシャ！
25 キソ英語を学んでみた

ら世界とつながった
35 E ダンスアカデミー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 ダーウィンが来た！

00 －大河ドラマ－青天を
衝（つ）け （11）

45 ニュース・気象情報

00 NHK スペシャル

49 ワールドウェザー
50 世界ふれあい街歩き
10:50 ミニ番組
55 ニュース地球まるわか

り

11:33 ミニ番組
35 サンデースポーツ

12:25 ニュース・気象情報
30 聖火リレーデイリーハ

イライト
35 NHK のど自慢 ( 再 )

13:20 PREMIUM SELECTIONS

15:20 BS ニュース
30 将棋フォーカス
00 囲碁フォーカス

30 ターシャの森から(再 )

00 －大河ドラマ－青天を
衝（つ）け （11） ( 再 )

45 さわやか自然百景(再 )

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】お
ちょやん （101）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
50 プロフェッショナル 仕

事の流儀 ( 再 )
23:35 ミニ番組
42 きょうの料理ビギナー

ズ
47 きょうの料理ビギナ…
52 きょうの料理ビギナ…
57 ワールドウェザー

00 ニュース
20 うまいッ！
43 ミニ番組
45 【連続テレビ小説】お

ちょやん （101） ( 再 )
00 ニュース
05 列島ニュース
55 名曲アルバム
00 NHK 短歌
25 NHK 俳句
50 みんなのうた ( 再 )
55 Doki Doki ! NHK ワー

ルド JAPAN
00 BS ニュース
10 キソ英語を学んでみた

ら世界とつながった 
( 再 )

20 J-MELO ( 英 )
48 ワールドウェザー
50 演芸図鑑 ( 再 )

4:20 にっぽん百名山 (再)

50 BS ニュース
5:01 デザインあ
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ

00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！
25 すイエんサー

50 みんなのうた ( 再 )
55 浮世絵 EDO-LIFE ( 再 )
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 ファミリーヒストリー

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 未来スイッチ ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 逆転人生
45 よるドラ きれいのくに 

（3）

11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021

00 BS ニュース
10 ミニ番組
15 土曜時代ドラマ 立花登

青春手控え 3 （2）
53 ミニ番組
55 みんなのうた ( 再 )
00 サイエンス ZERO
30 NHK 短歌 ( 再 )
55 趣味の園芸 京も一日陽

だまり屋・選 ( 再 )
00 BS ニュース ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 まる得マガジン
55 BS ニュース 4K ＋ふるさ

と
15:20 時論公論
30 にっぽん百名山
00 BENTO EXPO ( 再 )

23 ミニ番組
30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 未来スイッチ
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】お
ちょやん （102）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 ファミリーヒストリー 

( 再 )

23:17 ドキュメント 72 時
間 ( 再 )

48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 BENTO EXPO
43 ミニ番組
45 【連続テレビ小説】お

ちょやん （102） ( 再 )
00 ニュース
05 列島ニュース
55 名曲アルバム
00 趣味どきっ！

25 趣味の園芸 ( 再 )
50 みんなのうた
55 まる得マガジン ( 再 )
00 BS ニュース
10 もっと伝わる！即レス

英会話
20 Asia Insight ( 二 )

48 ワールドウェザー
50 すくすく子育て

4:20 イッピン選 ( 再 )

50 BS ニュース
5:01 デザインあ
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ

00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！
25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 サラメシ
57 うたコン

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 ミニ番組
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 プロフェッショナル 仕

事の流儀

11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021

00 BS ニュース
10 聖火リレーデイリーハ

イライト
15 先人たちの底力 知恵泉

（ちえいず）
58 ミニ番組
00 みんなのうた ( 再 )
05 グレーテルのかまど
30 NHK 俳句 ( 再 )
55 no art,no life
00 BS ニュース ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 まる得マガジン
55 BS ニュース 4K ＋ふるさ

と
15:20 時論公論
30 イッピン選
00 すくすく子育て ( 再 )

30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 未来スイッチ
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】お
ちょやん （103）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 うたコン ( 再 )

50 歴史探偵 ( 再 )
23:35 みちたん 5min ～大

好き・東北～
40 うちなーであそぼ
48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 PREMIUM SELECTIONS
35 ミニ番組
43 ミニ番組
45 おちょやん （103） (再)
00 ニュース
05 列島ニュース
55 名曲アルバム
00 趣味どきっ！

25 テレビで中国語
50 みんなのうた ( 再 )
55 まる得マガジン ( 再 )
00 BS ニュース
10 もっと伝わる！即レス

英会話
20 Journeys in Japan (二)
48 ワールドウェザー
50 ウワサの保護者会
4:15 楽ラクワンポイント

介護
20 グレーテルのかまど

(再 )
45 みんなのうた ( 再 )
50 BS ニュース
5:01 デザインあ
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！
25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 ガッテン！
8:15 サンドのお風呂いた

だきます
42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 未来スイッチ ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 歴史探偵

11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021

00 BS ニュース
10 聖火リレーデイリーハ

イライト
15 チョイス＠病気になっ

たとき

00 ふらっとあの街 旅ラン
10 キロ

30 ズームバック×オチア
イ

00 BS ニュース ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 まる得マガジン
55 BS ニュース 4K ＋ふるさと
15:20 時論公論
30 ダーウィンが来た！(再)
58 ミニ番組
00 ウワサの保護者会 (再)
25 楽ラクワンポイント介

護 ( 再 )
30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 未来スイッチ
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 ニュース

30 インタビューここから
53 ニュース・気象情報
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】お
ちょやん （104）

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 ガッテン！ ( 再 )

50 サンドのお風呂いただ
きます ( 再 )

23:17 【 ス ト ー リ ー ズ 】 
( 再 )

48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース
15 サラメシ ( 再 )
38 ミニ番組
43 ミニ番組
45 おちょやん （104） (再)
00 ニュース

55 名曲アルバム
00 趣味どきっ！
25 旅するためのスペイン

語
50 みんなのうた
55 まる得マガジン ( 再 )
00 BS ニュース
10 もっと伝わる！即レス

英会話
20 Core Kyoto ( 二 )

48 ワールドウェザー
50 サイエンス ZERO ( 再 )

4:20 ニッポンぶらり鉄道
旅 ( 再 )

50 BS ニュース
5:01 ピタゴラスイッチ
11 えいごであそぼ with 

Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース ( 二 )
05 ミニ番組
10 みいつけた！
25 天才てれびくん hello,

50 ポップイン！クラフト
56 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 未来スイッチ ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

11:15 ニュース・気象情報

00 BS ニュース
10 聖火リレーデイリーハ

イライト
15 【プレミアムドラマ】

やっぱりおしい刑事 <
終 >（8）

13:05 みんなのうた ( 再 )
10 あしたも晴れ！人生レ

シピ
55 ミニ番組
00 BS ニュース ( 再 )
10 きょうの健康
25 趣味の園芸
50 まる得マガジン
55 BS ニュース 4K ＋ふるさ

と
15:20 時論公論
30 ニッポンぶらり鉄道旅
00 Journeys in Japan (二) 

( 再 )
28 ミニ番組
30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 未来スイッチ
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 【連続テレビ小説】お
ちょやん （105）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報

50 【プレミアムドラマ】
やっぱりおしい刑事 <
終 >（8） ( 再 )

23:40 no art,no life (再)
45 ミニ番組
48 ミニ番組
58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 きょうの料理
43 ミニ番組
45 【連続テレビ小説】お

ちょやん （105） ( 再 )
00 ニュース
05 列島ニュース
55 名曲アルバム
00 やまと尼寺 精進日記

30 旅するためのフランス
語

55 まる得マガジン ( 再 )
00 BS ニュース
10 もっと伝わる！即レス

英会話
20 T r a i l s t o O i s h i i 

Tokyo ( 二 )
48 ワールドウェザー
50 ズームバック×オチア

イ ( 再 )
4:20 ふらっとあの街 旅ラ

ン 10 キロ ( 再 )
50 BS ニュース
5:01 ピタゴラスイッチ
11 えいごであそぼ with 

Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース ( 二 )
10 みいつけた！
25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
57 チコちゃんに叱られ

る！
8:42 ミニ番組
45 Doki Doki ! NHK ワー

ルド JAPAN ( 再 )
50 未来スイッチ ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 ドラマ 10 半径 5メート
ル < 新 >

45 ドキュメント 72 時間

11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021

00 BS ニュース
10 ミニ番組
15 にっぽん縦断 こころ旅 

とうちゃこ

13:13 ミニ番組
15 新日本風土記

14:15 BS ニュース ( 再 )
25 目撃！にっぽん ( 再 )
55 BS ニュース 4K ＋ふるさ

と

15:20 時論公論
30 美の壺
00 T r a i l s t o O i s h i i 

Tokyo ( 二 ) ( 再 )
28 ミニ番組
30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 未来スイッチ
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

19:59 ワールドウェザー
00 【連続テレビ小説】お

ちょやん 「第 21 週」
15 チコちゃんに叱られ

る！ ( 再 )
00 週刊まるわかりニュー

ス
30 【土曜ドラマ】今ここに

ある危機とぼくの好感
度について < 新 >（1） 
( 再 )

22:20 NHKスペシャル (再)

23:10 ブラタモリ ( 再 )

57 ワールドウェザー

00 ニュース
15 バラエティー生活笑百科
40 浮世絵 EDO-LIFE
45 おちょやん「第 21 週」

(再 )
00 ニュース・気象情報
05 －大河ドラマ－青天を

衝（つ）け （11） ( 再 )
50 PREMIUM SELECTIONS

3:50 ミニ番組
00 チョイス＠病気になっ

たとき ( 再 )
45 デザインあ ( 再 )
55 ミニ番組
00 PREMIUM SELECTIONS

30 おかあさんといっしょ

54 ミニ番組
00 ニュース ( 二 )
05 ピタゴラスイッチ
15 えいごであそぼ with Orton
25 みんなのうた ( 再 )
30 ノージーのひらめき工

房 ( 再 )
45 ミニ番組
56 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 ブラタモリ

8:15 有吉のお金発見 突
撃！カネオくん

45 ニュース・気象情報

00 【土曜ドラマ】今ここに
ある危機とぼくの好感
度について （2）

49 ワールドウェザー
50 有田 Pおもてなす
10:20 サタデースポーツ
40 【ストーリーズ】

11:10 シブヤノオト
40 ニュース・気象情報
45 聖火リレーデイリーハ

イライト
50 PREMIUM SELECTIONS

13:20 PREMIUM SELECTIONS 
( 再 )

35 COOL JAPAN ～発掘！
かっこいいニッポン～

14:20 BS ニュース
30 日本の話芸

00 にっぽんの芸能

55 演芸図鑑

16:25 Doki Doki ! NHK 
ワールド JAPAN ( 再 )

30 うまいッ！ ( 再 )
53 ミニ番組
55 みんなのうた ( 再 )
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 ノージーのひらめき工房
39 デザインあ
49 わらたまドッカーン

(再 )
59 ワールドウェザー
00 ニュース
10 目撃！にっぽん
40 ミニ番組
50 テレビ体操
00 NHK ニュース おはよう

日本
45 さわやか自然百景
59 ワールドウェザー
00 小さな旅
25 サラメシ ( 再 )
52 ミニ番組
57 気象情報
00 日曜討論

00 ニュース・気象情報
05 明日をまもるナビ

50 ミニ番組
55 みんなのうた
00 ザ少年倶楽部

59 ワールドウェザー

☆番組の内容は 3面に記載

	 4月 26日 	 4月 27日 	 4月 28日 	 4月 29日 4月 30日 	 5月 1日

4 525  1

	ANO XXIV  –  Nº 5709	 SÃO PAULO, QUINTA-feira, 15 de abril de 2021	R $ 6,00


	15-04 p1 pdf
	15-04 p2 pdf
	15-04 p3 pdf
	15-04 p4 pdf
	15-04 p5 pdf
	15-04 p6 pdf

